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％し病研な分用く れ
の年とま床究ど検率新

促４、し数の課討にた

進月前たのあ題しつな

をに年。見りもまい計
の

図お度直方多すて画
、策

っけとしやく。は

院り現定

たる比に病あ

を
成等

平準
基

こ病較つ

ら用
か運
月、
１め
年定

イウ

ッし
ベ始
用開
共を

めと金納

万未また済収

値に
標上
目向

円済入た

題と診れた収支年

問ア

に
点外さ察た収納払に

す計向

と床しいのま行

は造が画け

に利てて構
、、

よ用、

改取確 と金末

善特扱に収 現 しを

意別い把納 在 て免

用患
運院
ド入

円

合行問がなる

１ っう差題特っに

日 た必額点別ても

事

病、で

可来数

許本床

る機務

と額院、、な融

入期ケ関を

な増に納納

のるはまーの私

っ加係

に

い要診月でス業人

て

多が業

る因療１にが務

払入い終務

。と料回納

な、いで。了委

こもは

たし

こっ高ときし託

の

とっ、後て

とて額なず

る

、るなて収のい

がい

納窓をお
収。りい入窓

求窓口しい

】来れ終請

お後書口がなて

にて了

、

るり、にで混いは

係

し帰１

診、計よ納雑で

、すて宅万

療支算り入

料払セ

等方ン３るいし

の法タ箇こるた
と者件

納にー所とこ患

設ななが、

期つかにと

て出置るど平約

はいら

、

に握事

即は力さがか成

に 特除見室

お 別し】につし務 あ
い 室て係い、が っ
て にいるて適適 た

入る差は用切 。

額、をで 院も
さのベ病厳な 件

せがッ床格い 、

、、ドのに 延

差平料空行 べ

額成金きう

の状こ 日 ベ
ッ年免況と 、

ベ】室いか
ド１除を。

目要
標がッにるか

値あド係がわ

円 のるのる、ら

、 設。取差一ず

１ 定扱額般、

等 やいベ病
が 計がッ床一

１ 画適ドに般

日 の切料空病

進で金ベ床

行なはッが

管い、ド満

際定

床実算
理特が床 円

づッき

基ベべ

ににす

数

あ

定使で

設がの

きドも
る実

てき、

れでり

さ用
態

い

入、る未口が

が働に

る

とにな

収す当るどう
、

っと十改お

入。またと

収

済、ても分善、

未た

支談ま納

額高はに相し

生入退払のす事

発額、
法、を

の院院方上。務
人

止療にに支私

防診前

に料費つ払

納、され、ら
対を

器縮消宅成に置

、

平を化し者

てじ

成更し、の年し講

新たさ実２
自具

年しこら態月はて

査ら動体

４、とに調か

収来を恒再的

月会で外

ら精納診行常来な

か計

の導

コ算窓療う的機指

ン処口にとな

料月万の的

う
よ
う
改
善
し
ま
し
た
。

を等とあ」

つ収徹

差い等底

額て規を

ベは程図

ッ、にり

ド医基、

料大づそ

金附きの

の属、取

免病必扱

除院要い

、病見

四
（
措
三

をてや委

努の用いいに

いす

て払提患す託

め支

まにすなよる

いい示者

付行

ピ理の係と未受を

に帰停う

ュ時混るも払

を払、宅止な

ー間雑未

機短解帰平者措ど

タを

の使なを

取用手厳

扱料続格

い等きに

に徴の行

六
）
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例で

収然年あつ条ま

イ
海第に

入と度るまい北
も道４収

未し分。たて

済てに、

道 公 報

退を告問ア

院提収示未題る連

予示納、収点診催帯

定す事公金】療告保

前る務表が料の証

号外第

入やと

改分のいもしこ

討院すに

善外析出る検
動す診いつ

意来し力自
間料る療よい

見診、時

】療院

号

告い

行 人をな

私施旨ら

額整じめ

第 委示が

令 に

徴延月 収滞の理たる十 す金解方措こ四 るを消針置と日

策ど講ま

こ徴対なを。
、、

としををじた

と収
れい率定収時

さて効策

金

に、未完

てな的し入効

いか曜

う納額す

るっ行滞済成

がた日

額多つ時多税条入
、。

よを

の額い効額外に金

な収り完

解とて完と諸

、にっ入、納

消なは成

努て年よて金督し

にっ

状い

めお々るいの促な

。収の場

てり増不る徴

特の欠に指合

い、加納

期は

がに傾損関定に

る

ににる限、

、、向額す

のなをな解にほ人
依過

一ど私ど消つかに

定の人のさい訪対

時改に手れて問し

期善委続ては徴て

にを託をい、収も

医行し適な文を督

療うた正い書行促

費こ場にやいを

のと合行電、行

概。にう話まう

算はこにたな

額、とよ、ど

検

に外の金必料うて

。

支、討

係処短収要のに

機あ払納す

る方縮納が

の他のる方期る

未箋や

要

帰交の設。法を必

払

な、回が

宅付病置を数

の法でど患にあ

者方院

が更。

原、導に者変る

求しい支すま

因請入つ

、

、

を書てて払るた

等

託し

し、そ
続 ２
場つ手 第
たかの 条

は表行 に
に公が 項

合、
て き
地なれ づ
、しわ 基

治ばな そ
自れい 、
方け

のき

平金づ

。

法のない

徴徴

な成
お

関る

延度にす

、年収収

のると

金らすこ

滞か
」ま

収海例し

徴北条と

い外規た

つ税のし

に道

う努

の図で額納をよに

取改め

措るまのの者徴
らす善て

置こた納解か

をにるしい

をと、入消

とと生

す

るし活促努納な、ま
入。

なま困進め入ど収

つて未

どし窮するにし

なとい時済

催た者ると

業対どもて効額

告。に

誓断生

務し、にの中発

のて収、

そ所

収れ不

入ぞ明

未れの

済の滞

額滞納

の納者

解のに

消実対

対態し

策をて

に調は

つ査徴

のい

合見ど行

場のなに

続を続し

手し手ま

の直
と平

にうを。

き行きた

いと成

つ
ても

。

委示か

、告度

はに年

て

、入基

は収に

て諸定

にに額ほ

お 対）どい一

書行防

整は入長約をの

割済滞」う止

理分未期

保

さか金がが９期
イ

を

し収
れら等、、ま年間

い
て、停

は居止

、

改定学の問ア

善臨な附徴診題点

意床ど属収療点診数

こ問度生のこ

に と臨題看を規れ

お 。床点護受定ま

を

容表正

内公適

託、ら

前約い滞

以誓行延

る入

療こ的

け× す保診る般

る険 る
社診報とに
定 と 定 会療酬を査 ） 査
額求し率 言 減 保減請示

、 額 診査事ては い 点 険

がる救 こ の 療定務い、

適。急 の 割 報額

門 率 を
支実切部 比 合

酬
定
基険行以 が 査

払保に

た度が険
金診わ外 低

て患に請

療

い者請求件、に相医

保診当 る負求さ

留療経機 。担しれ

レが過関

にセ行しが 万 医分受ず

療を取

プわて請 機差る保

トれい求 関引こ留

た

はいとさ点のたるし
の診

、たとれあ中もも
なが療

そ額なてっにの
、どあ報

のをっいたは

も平保る酬

合支てる。

を病に報】療が
計払い

見実
】習整院つ酬報計

等備等い請酬算

にすのて求はさ

係る状検が、れ

ると況討遅施、

研とをす延し１

修も参るした点

生に考こて医の

の、にとい療単

受他し。る行価

入の、為は

れ医研ご

】婦けなで

の科修と円

い 実

て 習等入ど研

は 手のれが修

数臨て整料

回 料床い備を

、 を実るさ徴

徴習がれ収

収と、てし

しし受いて 名

てて入ない と

い、れいな 多

な平にこか 数

い成つとっ の
いかた 研

の徴

滞を入の

に書収金

のさ保に

者出確収

納提
るて

況る図い

状せをつ

分、と、

十どこは

をな
しのに

握効正

把時。適

度
等率療いれで

、中行

成は
平

年
と

のへ
度％

減五 ％少（ にし措 対ま三

険周

額基るの成留。額

てわ診知

点消保うい携

たはる療の

あしに適ま
に、医職研徹

っま努切
、対診大員修底

たしめ
。事処療に、やを

保た
レ今務し報お委会図

留

た

セ後処て酬け託議っ
開結

プと理い請る業を
な催果

トもがき求診者

を早遅まの療

規大料にと
査
を 症
行 状
い 経
、 過
調 説
査 明
時 書
に な
ど
件 関

年修てら。
、

つ状ら

現い況徴

在てを収

、他調で

研の査き

修公しる

料立てよ

の大おう

額学り検

や附、討

徴属平し

しし

納断う

七 平た） 成。

お期延す適報どし、
年

定

おのし。正酬にて査

し導率

む収な化請対指

つに保、は

ね入いに求

、 係

解確よ

書
類
の
精万

収病成て
い の院
方な年ま

法ど度す

にのか。



防件

知とを合員の人
３

た徹止費

徹。ましっに

や、も収底にの

底たて

委請適入し努縮

北 海

こ診部

改経療るがる係

じと療門

善保過報と生
もな。報と

意留説酬と

書求にい酬の

見レ明請

】セ

道 公 報

、推

な療とり査とと

ウ

あな定

い平報こがこで
はるおさ

。成酬ろあれ

請、っ

号外第

いまっ

均院るにて件行

かけるて
の の６。しお

定所しる。い
う た 査箇

ち 、

号

平
成はる８ 十が年 三、度 年総の ％

九

意るに

託求切が、め減

れ請ら識こつ

業漏に得

。て

にに求れ改とい

者
すいないを

対つしな革

指はれいり

るてけと図

を診そこ請

導、ばう、

う行にを漏

行療れと求

を、よ請連
こ為見職れ

を

トど行今う求携

プな

、事適図

にのい後、の

い要入診務正り

つ必収

理に療

て書の療処化診

を期酬のつ報

は類早報

て制

早作確請改い酬

、

にのには度

急成保求善

周

症、努遅努、の

にし

３こ相れ

状診め延め関

の。かと当る

年求次た

請

月細と月かの。

８明
をりを、求

分書お分ら
象年れ

ら抽請対１漏

か
出求

れした誤

月し漏と当や
にが

ま調やたりり

分て
のし求出すあ

で査請抽

の、査る

診た誤調るる

減 率

額 は平札定が

均幌率、 件 査に の医は定

件 つ と ％査大

し い な 、定病
で認 再 っ

私率院％か て

平高め 審 た

立はの

１ 大

成率ら 査 万 学

とれ 請 附％

て 求 属で年な

をい 病あ度っ

務国 以

月庁立 下

十行大 が

四政学 望

日

と
局病 い

察属 し
監附 ま

言
が院
行 金

た所 れ
っ箇 わ

曜

い成平
平の て

日

り意

勤条要員朝お善
改

に限調出
ま務のが３食

緊 宿で

イ

直な宿条急備っ理等 調のよ

スの野況過名に 円支務増

を の専で札と はを出職直嵩

支収入に

の入院

下、見

食点病

給題
問ア

るが準恒】

た時規あ名

時及に場、備常

、間定

日しな

間びよ合毎と的

暇、と、ても

外休り」

務等さ宿時の

勤

勤外あ

はに臨れ直間で

す又い務勤る

、関時て
にを

海るはる中務。

北
職例急、翌行

道条緊が

えて員に
員第の調日っ

文て許の備

勤い直のの
用書の可宿え

務運勤運
は通又待す直て

や用務
見、達は機る勤泊

時が
外ら労に電等」務ま

間

て

勤れ働よ話をこのっ
態い

務る基りの目と実
さはる

に。準、収的と

お法受と

翌の

い施定、すれ、も

もい朝で

て行時非るて

巡事のるのあ

経規的常

低門あ幌な理合り
済則

る 下業る医っ員計ロ

見

ー と を者。大ては
体ー

、 招へ病い、名テ

きの院る職

や委の。員制シ
でョ す託平

６を ３

い化成名、ン 万

、 こが

務ん 円

と進年非勤組 千

での勤体で の

かん度常

る 出

、い収職制い 支

ら

入に員営し
外る支員方

状に患

院つにで赤 況つ者

時い係実字

人食てる施と 円 がい１
は１事は人すな 、 容て
に、日療、件るり 特 易

食 把診に養調費場や 別

い の 握療つ費理と合す
はこ 場 で報きと員賄に
料、と 合 き酬一しや材
養費人や に る請般て栄
定士で件サ は 業求食算

務にの

で、あ費ー

の給

務の

業】院
でよ場

済、

経は

が務

行業

執食
た

し

い要

なに

でれ

的そ

にが早るの９必理のて 式が

、、。

的第視態 部分状超

な回理なま

今調性て

、

、委のをり

おの員どい

理に職案す

調託退勘ま
が

務う向な

業伴動し。

体種さ

委務職ら

の業、

託

き事るがビ 、り合
等ら作に間務あ

、、。

もが改ま業つ委のり

後

す

入低善たでい託割ま
り。

院下に、あてを振

平施を

患し努給る、実

業膳成し一

者なめ食配

、部

にいて

対よま務・

せ更

すういの下年併変

及月てし

る十りう膳６

勤
の
員

理
調

収
給分まち

体
務

六制 （に 措つ 三

の検

つの更に

に制変ら

はや能し

て証可討

い検

食留す、び１調た

、、

員こ

サ意。定洗日理と

的業らのろ

ーし形浄か

い
スがな務民勤で

ビな

八て ）

今
、
は
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割い部ら必問

振、な委、要滅題

り改お託条が菌点

や善、が件あ消】

業をボ可をる毒

道 公 報

、

んで後らっ務の改は
変

でのし、たも取善ボ
則

お勤て結も恒扱意イ
的

り務時果の常い見ラ

、と間とと的と】ー

号外第

委件あ問員勤

託をるボ題ボ１務

が整。イ点イ名体

認えラ】ラの制

め委ーー合方

号

理振、お

調割いな

の行

理と

のや善給

員り改、

の２助が、月 管名手、滅なす十 こ菌どる 理、四 、看名の消定メ日

作的ッ

整護のう毒型リ

手計、業なト

備助合ち
滅や作は

、
滅９
菌名名菌医業薄金

用中、

等、体消療がく

の非制毒曜

等で部

業常で業具心外

務勤行務日

務図イ能整。業

処るラなえ務

理こー分委の

方と業野託執

法。務と化行

なは考にが

ど、えつ経

の将らい済

見来れて的

直的る検で

しにこ討な

をはとすい

行外かる

取

宿な外しななし技な
の扱

直っ勤てっもて士

応宿い

はて務、ての相
あし直で

、いが宿おで

る行直り

り

時がわ時、りい勤あ
や、

か、れ間ま、も務

で時勤

ら宿て帯たいの
れは間務

翌直いが、ず
間もな外時

朝勤る各時
異外本い勤間

５務こ人
かな勤来。務の

時にと

ら託業業計式
ま前

に れ化務務

てにのは名よ

おつ執、体り

りい行職制ロ

、てが員でー
日テ 将検効

来討率名勤ー

的す的、、シ

にるで非夜ョ

は必な常勤ン

、要い勤のを

条が職２組

る務

務務図業

勤業を食

に方と、

制理こは

体処
てど法

いな療

つ法。医
外

務直り

勤見よ

、のに

す

検査つま

間を部

時し

総

菌委委て。

滅討、い

にの的

毒会化合

消員託
討

のい能検

務お可に

業
業び進

り、及を

在て性

つ内のて

に務そめ

方

ま種託ま

間なす職委り
。

休託た変にす

や委。

業に今やけ

日化、更向

のいの職画

務つ後退計

分検イ向に

部てボ動的

託しー踏り

委討ラを取

どま事えん

なて従ま組

冷保

ボ暖守

イ房な

ラのど

ーほ多

業か岐

務、に

に医わ

つ療た

いガる

てスこ

は設と

、備か

にり

ての果い

い容効ま

、
は精

に能善
改

求７

よ で診診診と意 薬っ

れては薬診導行

イ

職、で

ずい院、指療料

の間い

階り員民ま

段い
剤のいかはら名務

的ま

ずのに

入
の師縮る札ら

空のら

調運、

・転夜

外かる問ア

部ら必職題対し

委、要員点医して 意菌効

託善滅の

委改理

る】

り き療療療な見

が

がででで。
、 る科科科

札わわこ
間 、行行も

年

幌れれう
約

医ててし

大いいた

院のい組円

病るな取万

おでし行増

にみ。をの

て他しこが

い、かう収

場

、な外調導報加剤た
が合

院い処剤な酬算師
設入に

外。方中ど請が

と上け院は

処の心へ求

及ら重にら患、

方普か

剤

入に入点おれ者薬

導

い対管

の伴院がいてに

りもるし理

効い患移て

剤につ、。服指

果薬者

指料

発師対つ各薬導

が

るりの導を

現のすあ種

減。幌院％、体従
さ業

どな医外に薬制事

減な
とのど大処な剤です

少

薬

は人の病方っ師ある
、剤

な件メ院をてがり

る費リに行い

助

ものッおいる名特補
調員

の縮トい、が、に
剤剤の

の減がて現、薬
員補の縮

、、あは在職
処数助補減

一薬る、、
成方は員助が

方品と平

れ２比変が的見

で購さ

託条がの】薬院い
は入

が件あ配分外る

可をる置業処が

能整。がの方、

なえ合推箋院

分委理進を外

野託的に発処

と化で伴行方

考にないすを

えつい、る導

らい外病入

れて来院す

る検患がる

化

可見消率
こ討者増と

視

も務の

な業等

能】毒
費ら

あ経か

で、点

のは
、来

減将
節、

。のも

る

、
はの、と可

務に
業的

七
（
措
三

８業られ務服、指を請

い
つ
に
置

薬費て年率わ

て
っ
行

を
討

検
て

とすに加収
あ業

薬り務

剤方内

師に容

とつの

薬い見

剤て直

補、し

助業と

員務職

の等員

処は

九
）

業のの
。
す

ま
り

お

務再適

執配正

行分な

のや配



任ま利ら

らは年々営な

き超用た企ず

臨、でを

職きなえし、業、

時引
員続いなて他等１

北 海

つ用問修方し

いを臨題医医公て

て行床点師、務任

はう研】免２員用

、こ修許年法し

道 公 報

内す

外がよにる改務討
容る

勤札配りよ。善非
勤を必

務幌置見っ意常
】職精要

に医さ直て見

つ大れしは

号外第

が問取こ特ま

あ非題非扱と定た

る常点常」との、

。勤】勤及さ時勤

職職びれ間務

号

平等と 成薬のも 十剤再に 三師配、 年及分適 九

事平

ときがいいの従人

。院許均

し１、範る病

て年臨囲

位を床でで可
療請も

置超研、診申件

て医年ををの

付え究毎

わ請

て任の再行行申

け

合用場なを

い用場任う

う

こるは又合け行

るす

再はばな

とこ、はにれ

と医取以第て

、

かと１

制

い 度。等得上

のの後の条る

趣取２者に。

旨扱年を規

をい未臨定

踏が満床す

ま適の研る

え切者究臨

適でを医時

正な臨と職

ない床し員

運研地と

しあ

い病てが恒員査が

的つ、る

て院い必常に

がなない配。

もにる要

限、、職時て置ま

制は

な、

し多業種間は数た

勤職ど時

てく務や外、

容ま務種に間

いの内、

。常のたがごつ外

る非

にて務

勤変、見とい勤

に種れ業検に

職化職ら

員員てに時

員

のの同お処間

取任運り理は

扱用用、す週

いは方対る

が、針象業時

適」業務間

切非に務」以

で常よはな内

な勤りどで

い職取１と、

員扱日し時

のうの、間

びや正 月薬業配 十剤務置 四補内に 日

検

に見て

員のい

助容つ

いし討

つ直

金

、行る

てをす

曜

務と要

業う必

日

て考検

臨はに討

床、研を

研現究進

修在中め

医、でて

に他あま

係大りい

る学、り

任の任ま

用制用す

制度の。

度なあ

なす
しま

直り
見い

のま
に
減
縮
、
い
行
を
ど。

の執お

非業行り時

常務のま間

勤内あす外

職容り。勤

員を方務

に精にに

つ査つつ

いしいい

て、てて

は効検は

、率討、

職的を勤

因法不続が
る

高実働をを能をあ

働

にどり

額績実分検機行

つを方

い参の

入まも央機そた善

イ改

努

実たの医部器の。意

関先と上必つすに

て
め

係度し特の要いるお

毎

種な行務
年

ご業っ体

と務て制

４

直療高題

制お見医問ア

にるし機額点高

臨度け

床

。

制非意

、、善

どら改

すに、

医や績析討器い

入低、るつ適

療収のし
必い切

機
の績機働要てな

器実い

あ、品

使を器実がは備

握つがる修管

用把に績

、に

当すい上。繕理

に

はるら廃努

たるてがさ

る

てと、よに棄め

っと

な使の必

はもそう、等

、が療門の結見
、にの

、

の当あ機と使果】

績

の診状使

把初っ器各用

が画。有療況用

握計た
利に調能

行に効科の不
を機

れべ用お査の

わ比

図る行器

ててをけ
理て多

な働る生っが

い

あ

もがめ検い数

い率た

高性てこい
の低、査る

額、十とて

多にをてに
医使分と、

額配明い起
療用なさ導

に慮確る債
機頻見れ入

上しに。に
り器度通て後

っなしよ

計整に、しいの

てが、
病画備つ機をる年

いら
た院的をい器立が間

る

一働

め全に行てのて、
上部実

、体進うは採た
性での績

収とめ１、算
器等整機や

入しる億機

取に器医】額
とてこ円

療

修い扱つ等療医

研つ

て管器機

医ていいの機

び他参検理の器

及、を

つ用整

臨の考討に使の

科しるい効備

床医とす

が要

究大て必て率に

研
に附現が低す

医学、要

病制る経

係属行あいる

】

度効見
任院度。費

る

が手
と務
態事
実な
と率

いれ
てわ
し行

離が
乖続

方用手要

とる
こい

るて

、原 備種収

、

、い中等がっ

把や改り

の優と以のに

１つ握使廃善今ま

びに

も。

億いで用棄い後す

能手し、

円てき不のた

満、よの続ま適

未はる

行たな

の機う機をし切

ご改にい。管

医械に器
い適に

機と善つ、理

療
円

億
１

用にのは
器にい

か。

の
て
べ

す
の
上
以

八
（
措
四たて切努

、管て

う働しはなめ

の

い

一績し修理ま

ち実ま

器
機

療
医

。

部をた繕に 及

〇
）



平 ウ改成 価れ体限い善十 格た薬の切る意三 決結品約れ。見年 等】 定果の九

北 海

協

は行に札前基業この
変議

、わ契の年準者の
変更に

薬れ約対度改と

価たを象と訂

道 公 報

るい把に未料いごを

イ

て握よ使のる薬と行

、がる用把。品にっ

電行もの握の一て 品

号外第

療ま

在確り診シる使診
入報た

庫認行療ス在用
数力酬、

確とわ科テ庫

認年れ間ム

号

問ア

医題
薬点医

材】療

料材

にと管％に月 おな理をよ十 けっに占り四 るておめ廃日

争なていす

競いいて棄

が。注がも

性い、るる

十射、の金

確品損生

分薬破が

曜

さ全期て

保がやじ

日

る

基に行と同を更契よ
はし

準もっなじ受契約
を既か

のかたっ業け約
後行に方

改かこた者た
が 訂わと

が

がらか品同のっ契法
しな

平ずら目単３て約
るたい

成、、に価月い

基一つで末

の

年準般い落に。相も
方で

３改競て札各し手
しと、

月訂争はし落か

般い 目

、

に前入、、札

入競る の算わのまな購

がに争が 医シれとまど
期不つ入、 療

スての長
合滞十い札平 材
テい照
いが留分て等成 料

ムな

の
に
よた行しな、に

庫
るめわても毎よ年 在

の 管
在、れいの年り度
価契 理
庫現てると、単
品契約 に

数物お医な各

材て目約で

量確ら療っ

にに漏請医

、

つの認ず

のよ不れ求療

は２てで
る貸る符は漏材

、回い
現がし在合、れ料

電の
シ物、借庫が特の部

算

中

ス確使り数生定一が
と央

テ認用等とじ保因
医な管

ムと入に現て険
る療っ理

にの力よ物い
認。材てし

よ照漏り確
電にこ料いて

る合れ、
各算よののるい

在にや

の料

。

庫よ

使の

用う

効ち

率特

が定

低保

い険
医
療
材
料
の

適

置しに

配施め

再実た
薬管

等棄に

る廃切

す、
を発て

みのし

組品理

取
短

効抑り

りをい

よ生ま

使握い

場をい庫まの把
用すも

調高ま各量し今
期るの

査めす病をた後
限たは

を適。棟縮。も

す病及め使

十切が減各

契管る棟び毎用

分な保

度

う約すたが保月頻

行

状検の

と事るめ保管点

見し況し高

と務薬の管

取に直て等、い

もに品

し

、りつしいを残診

に

なま薬

た医に料てテう
をどし品

め療で部はム
平修適たの

、材きが、
理成正切。購

各料る管

のに入

診によ

療つうし

庫約

科い改て年上在契

、 でて善い

理当

管、しる月現管に

在とすた

理受た医に物

か材庫のるっ

しけほ療

いい、料管照よて

て払

医
療
材
料
の
在
庫
を
適
切
に
管

目の看

管互きれるも
ウ

的すす

果制ま

理換ずて

カ故法よのに

イ

にる。

人ル障約はる、区し

る

間科

競組いをる正期療

品にのに

争んて行薬確

性で在い

の努問ア

把め施題診構附置

握る設点カ察築帯を

改、

るを医に理合うは

ス行善市

特明療つシを

物行るのに品

定確材い

庫とう薬入設つの

る在
療数のこ品札定い管

医

理
す
る

底りを

特徹借理

のし管

な婦

に性、お的と護

定

書、導っの

つが手りで

利

ていき事入て福

いな

のたな厚

はたに務しい

双、る簡シい生

、めよ
化テ設

方シカ素ス。施
し

シテド、ムと

のスー
を式率効て

スム方効が
を的棟

ム利で化率２

テ

テ等、もシ分か
間用行

配保に札のスさし

３ 的
置管よ幌、テれ、

万

が庫り医財ムた備

伴と現科務を事品

に

わし在大会利務記 件

票 上

なては学計用処録
との る

い使使のシし理
いな作 備

等用用独スな
ムもっ成 品

のしさ自テ
スにのてな の

理てれシ

いテよのいど 管

由いて
がなムる３る記 理

にた

をこ設】ル室す施設
よ

行と備テにる設置

う。の管カことし

な活理ルとした

ど用のテとて。

廃が一をしカし

棄十元搬、ルか

薬分化送昭テし

品でをす和自、
動装 のな図る

発いるシ年保置

生たス度管を

防めテに検管

とをて理
止、ムそ索理

契十行検に

材を照との

を約分い討お

料体合。

つ的行にな、すい

に系

必、

いにうお市更るて

調競要薬

て把ない場に

適、査争が品

、握どて

入る切適に性あご

購す

。に

数とな切よをると

予めま使

、と在なる高

管期定るた用

使も庫時

数、理に価契、期

用に

理こ

険図処う

保をの行

材と法。

療と方と

医る
討、

にに検た

料もをま

て診、央

い各し中

つ、
なし

使科切理

、療適管

わ図なの

入の在て

用間

にで

九
（
措
四

。

り、い方にもつ。録
まて

善具記まのりい

、

すた検

を備録し看たま
の。、討

図し票た護め

よ宿具管し

りたに。婦

ま

品でり舎体理て

備上

つな務い

記医管に的業

票独すい検のり

録大理

を託す

が自るて討委ま

求のこは

に各をの装す

はすの

カ、る備効

ルカこ品率

テルとの化

自テと記を

動等し録図

保のま管る

管保し理た

検管たにめ

索庫。つ、

装とい事

庫い、現をよ格約薬限 力貸

一
） 利っ節

めシと、行費。
に

要テい用て減

るスと
のし進いつ

件ムた促ま

置して務
を

にては処

つ利、理

い活事の

て用務改



営施洗て改要

い善洗が 又設

あ はをさる意

れ。見業る 外
部法た】務。

北 海

はす託し

問安とく与委

れじるがか

洗題病全さ

点院衛

、

業】は生てょ衣可し

務、上いく類能

道 公 報

約

方備して必に要契
５

あ事

に品、看居要つが
てる務

つの事護室がい
る検。に

い記務婦仕あ

て録の宿様

号外第

委がが置能善カ
改

テ

ま託主っくと節意ル
】自

たしでて必な減見

、てあい要っ可

号

平
成看老の 十護朽有 三婦な効 年宿ど利 九委人もの

託にのあ

の無をり

い償借方

ずでりに

れ使上つ

で用げい

もさるて

なせ方検

く、法討

、そをす

洗ことる

でっ必

な幌

の医自る婦のと札
っ医

執療らがの洗

患具業て大

行法が、寝

よ具者又務い病

がに寝

に

令り等、はにる院

法

れいお

ど洗を妊こつ。

洗婦
、らてい

お

は

で設す産のはて

り施

若に外、

なをる婦者、

つ

しとし貸部直

い有こ

ましい

検管簡舎の。討

つ善た、て

討理素に改

るス及いな、委

すシ化

に理費

必テびてど管託

の率利つ業の

要ム効、

委減

あ一化用い務節

が

図進検託を

る元を促て

る

まをるに討の図

。化

ける態必

た検こ向す形

りる性て能動

。

、討と

物る、こはい額保

建い

検

ごが双と薄る管

と、方かく。

索 に業のら、

装 管務建、委

置 理内物複託

の

内のの管 円 業容が数費

の

を巡部管節理 ） 務は
点つ人があ

個視で理減

舎か用
に検なを可り

人
月がらが 十設利図 四置用ら 日

な

てがい

れ数て

さ人れ

るない

い少

金

、、
がく。

曜

隘設
狭施

日、

、た

衣はし

病てま
いり

具成
寝平。

・
類

か
洗度
の年

契正
務適
業ら

市算た善委のの

改格務

化

数場根。意託合内

手 金洗

ウ

つ図
にを
約

が価市単 て
イ

額 執、格場価宿代 い定診、

目しと適な算 きつ事％て
的てさし用 理るい情のは

予準算管

定」基

業理容

定点医

予題
問ア

格を】務的を

料価拠見

や明のな精

の

に約算す

％割確契積査
努こ

と率しににる

」引
め調いためと

定のな当

まてと、

て査まっるや
も場

る行算はと市

いを
のずし予にの

もわ定、

に直込代
の、て定、動

行予の価

額定調格よ寝みの

価査にり具で予

格を変算の、定
価 の行動定賃

算わがし貸法格 円

定ずなて借人は ）

円ににいい契とを
っ

）当、とた約一診 行
衣 て

をたこし。に者療

い契等 い

行っこてつ随

、年前ての る

って５、

て
い市間年、契が洗

衣法

、、れかすまし療
い等人

規業てしるまて
そたのと

模務い、か、
つれ。洗一

、原るこに

者

そ価。の
囲てれに随

のの範いぞ

他

内理上係契

で由限るに

必
要

率数る

な％いをの手よ

範れらを料単

事のず明

つ契

を囲のか用に価

項

費こてを範

考内率にい

価に準

注

格基ににとは考囲受

はづよつと慮内
よ

、きるいさ建し」し

算とてれ築てま
と 建定、はて物、たう
一す 築し業、おの直、
業般る 保て務一り属接
そ務管法 全い管定、性
務の費理人 業
る理の業
で管他の費の 務

が費率

に形 積
、及
こび算理諸

つ態 算

格機

価】療

の一定費般

適点

が守

定保

算の

の器
に
務

い業

な託

で委

切検

、積い価業向

係

てい約る場は度洗約、

約

済約精資契

慮」をし

成当すなと

的平に査料

たるどな

な
契

てと合よ

約年っと総る
に努

なのはも的う

と度
よ直賃市勘め

る宿、に
業のしし

う寝貸場案ま

い、
努具

基積般でにの

を考

業務動医経る容参

約精資

務の向療済平契
に査料

委内、機的成

託容参器な

ど

契を考保契年当すな
とを

約精資守約度たる
てと総

に査料点とのっ
療はも合

当すな検な診
よ衣、に的

たるど委る
基う等洗市に

っと総託

成
平

る
てと合

の
度
年

一医 〇療 （機 措器 四

の向経。

めの務動、た

容参的

し貸内、済

ま賃

場勘
。契を考な

た借

洗業の案

はも的準努の
務動し

、ににをめ
しにの向、

そ市勘策ま
した係内、経

の場案定

の

、、。

業のし

二保 ）

検
点
守



平
成 しタなし報十 献てンどまた酬三 立いトのた場請年 はる食声、合求九
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箱見でれ時いず
イ

」

」るああば間る給い

短に

をとるら時の。食

設」か間

道 公 報

６

改い明患問ア
点患

公善職て確者患題

ーサ】

費意員、にサ者

費めビー

者 支見に公定

ニ 出】貸

号外第

にが

問職保存責事部の

服つあ

題職員ちし任務
おやいっ

点員被、なに
れい作てた

】に服善け

貸貸良

号

を契
把約事

握を務

す行服

るうを

２だ品が１にに月 週けを寄日はお十 間で買せ２、い四 分あっら食入て日

上給数

のるてれ以院点

タべいの食加

パ」食て
択にが

ー売るる選費算

ン店人。金

多をるわ

をでが食係行

繰イ曜

」施療る

りンい実診れ

返ス日

置予じを縮関果
るは

し約会め有をす物

にむ投切

てし計、効望

のの使声書っ

いてでど

が１待程えがもて

るも

くし

、時ち度る多多出

つな寄て

投間時待」く

書待間

事し

のちがのどせ食欲

待れがい

内が長か、ら

」かちてま」

容普い分

ス

ー 額付負るスビ

を通

け担こにズ

しととつがに てす。い十対 いるて分

被合なす ）る場で応 円

洗扱め

の取た

服のいる

基

て業、。

つを書

に準投

規るな管衣公

付付なば

上で

し程管ら理、費

け

者いな衣洗

てに理なし

いよ

とれズを

るりの」け、

服意さばボ行

被、注

らなて

は常をれなンっ

清っ個などい

、にも、

一も

海潔て人いのる

北

ここ公

、

道に保のが

とと費

に。で

よ洗

っ
てし

、て

よい

りる

経
済
的
な

病旬す、ま

掲を中析え
、

内り院にる献た

示図

施共の選

容ま給実と立

漏たのしに改択

にし食

食にニ

れ。改た残善メ
ー

生に好調努ュ

が善嗜
い査のてに

じつ調査め
果いい

いての結まつ

な

内るっり行縮は
よは結

適

容もたままうの院、
の切

なの診すたな改内
を患な

どの療。、ど善

ン支図者場

に、がコ、

後わピ払り向所

よ今行

掲

異とれュにまけに

り

た内示

なもるー要し案

機る。掲す

る、よタす

合示努器待示る

場提う

に
療

診
も時めのちにと

基

、
は
間
時
約
予
る
す

関

付囲貸」

貸範学準

の大
服定

服明被制

被を付を

す係ま

洗ににし

の確

。

つよ洗た

にるるし

ての

いう
は札公

を踏まは

う、果をりて
け

。

善月分ます、

改４
養者す対て

好栄患討の

と
十の士自る象検

をこ

新間いも

あ間て更時つ

得沿いを短てに

りにま

、

け確の化るる進け
、

る盛

るに内に病ともめ

の
療
診

状把容努院との 待

所掲かの善病察

改診

幌費

しに示りまの意院

養つい

象科担

対医負

、

、のいる

の内所れり項

氏にのば、

と討

、度も病

が年る
ウ

どの要なす

分たな身必

必

把、に感がるる

にめ

をる択要

握嗜よ想あ選

る調面直。食が

す好る

たつる

必査接接まにあ

残法く、い。

要や方聞
と療も

あ食をこ診て

が

施

。査りな報実

る調取

り

際れを請に

の入ど酬

と付

況握をめ給もでこ
るはけ

をす職る食にあ
患こも、

定る員こは、
療者とと配

期とにと医

知の誘かよ膳

的と周。

調にし一因らりに

にも

調い

査、、環の、、つ

要時理て

し患待と重適

時てな適方も

、者ちし

題ら間提要温法患

問か

味の

点のの供素給、者

う見内ち
を投短さと食

、ち】で時

か掲しにた

いい掲一の間

し示てく

全てるも示部待、

、し

時計

ておたのをにち会

務示間時

のらめと義掲

病っ付漏を間

事ず、な

を各院てけれ短な

項、

す各

ま所のいらが縮ど

てっる段

とに全るれあ

散像いたた階

め分体。

て。
一しがる。めに

て

険容も

名関付な都保内

ず府外及、

、す近ら道

事見、県負び院

診るの

掲

日項やま知担費内

療

関に示

やをすた事に用

療のす関を

診入い、へ

、所養届るす義

療口場

付

間受に担出事る務

時

、項け

、付掲当に項事

則す食なら

建又示規関

待なにる事どれ

物はし

、

幌一のは

札にの院
の

行実療

大試格医

医度本
よ

に、にに

院し施法

病
課っ管

い討至り

お検は
や

、とい者

は題て理

て

検求向

成てい医

平しな

、
に、

一
一
（
措
四

、お的書縮れなを付嗜 けよ事療にて箇て分も い。師案合

な。
法す

方ま
施り

実い
に

的
体
具
を

ど

三
）

ま
て
し

討
検



て改い問

しい善福て高題

かな意利、度点

しか見施検先】

、っ】設討進

北 海

に施用る

の又つ責使と

用任設者態

経は使い使

理監用て

道 公 報

福るけこ管なす

利た、う理条る

法施めそし責件こ

人設、のた任をと行以
政 札と無経場を具と下

号外第

が各で検事ず問

基窓あ討項る福題

本口るすにこ利点

でにこるつと施】

あもと必い。設

号

平ー所 成院ビに 十内ス、 三掲のま 年示内と 九こたのす医

う。管る療

し理必の

た責要承

確任が認

認体あを

が制る受

十の。け

分明て

に確い

行化な

わにい

れつ

を

又査者適者じはが勢
接と

はをは宜は、使直

健者利る

決し販こ保用

物を、の用こ

算、売れ

に。

つ品規衛名者と

に

格しにを対

い価制生称

い示て

報、、つ表し

て

そて任

を格てし責

告規

明備さ

しにの、を

徴等

財 幌し償営合

産 医てでを、らしれ使
の 大食行業国かてて用
使 支堂政者ににいい者
用 部や財におするる」
許 が売産委いるか。と
う 可

職店の託てた確い

の。 を

員な使しはめ認
次う） 受

及ど用て、、
用のえは け

びを許い使
が者よ許業 た

患経可る
受、のう可者者

者営を

り掲か要ての

のす

、示らがは管

さす、あ、理

らる掲る速が

にこ示。や十

きとのまか分

めがあたにで

細望り、改な

かま方掲善い

いしに示措

内いつ漏置

容もいれを

をのての講

は容め 月、とて 十患費分 四者用か 日

く

け内す

受院や

がをり

れ見掲

らの

金

医すす

るや示

曜

サ場の

療いる

日

ま

平がに責し

制書理に

り記者し

成よ明任

度確る表。

年明すのた

もし

契なとを

のにと示

らう、周

かよに、

約る
理委施す

管、各知

運設用る経本こ
イ

７

用定すが営店の

行題て

上る徹るそ問ア

他政点行管

とも底必の

によ

責託設る

患のし要

体約管う

任契

善高

次能改

あ肺腹イ顎顎意度

ので
５

つれし

担のい院承１そ

幌の以か

は と対る認札

な象先を

旨法

度疾療

高た治
しな

託札登人

しする、委が

なと法を幌記に

なるこ

し

れどが人受医さ対

け

大て、

ば私原札け科れ

と医い学い

な法則幌て

ら上

。店

ずのし大るのる売

部式舎、

、関て支株庁

れに止か会内理

こ係禁

置所

におさら社に容

てて堂社か等

私いれ食

者で、が一財】政理
権

産、

のあ積あ般産財し

計管は目

誘り極る会の

医にに理、的

因、的。

に応

保師承属が常に

確

をる切良じ

のに認す適

最

か度と事で好て

上制
よい状も

らのる項なな

検に率

効容う態効

、内

関見先
の周討お的

果を

面節】進

つる腫腔ン顔

下ラ補症医

の。瘍鏡プ
腎ン綴の療

治の
臓ト補の

療

歯学認

にガ尿義綴承

法

治、

いド手的は

つイ管

、管療

は気療医

て下術

が検の

術鏡術

施支技

ると進と医治降し

所 べす高っ大療は、 箇

認 で きる度て病法一承
もさ 、 医もない院に度
い承れ ほ

療の治るにつ
いて認て と

費で療。お

現はて承をい ん

の、法

は認とる ど

一
部在

療 大

を、種、をっ治 の

っい法 学

、承類平とて

承４たなの 病

保認、成

診れ認年がいう 院

険さ

た

医つけ

進に受

先患を
承に

制、き

のてと

療い
厚院来

、病本

は認、

度

己

が進自

省先額

生で全

、

を運いののれの

承高

適

いま、査ら

行は精か
と

善、利行切

改た福を
る

ま政生、な

し行厚い
う

た産設成よ

し財施平

。使の

いに

許営度善

用運年改

会社
式同
株、
果

あ知す

平
社は
社成
に
対年
し

がに、。ち可査向

て月

今承

度が働施

、

療て病
もを

承平か後認

、、省
実引得

認成ら

申
を４承きよ

請年施続る

を高努

し月認、う

て
た付け先て

い日受度め

部位
幹定

認度負
治

プに線

ン巣射

イ病放

ンす療

ラ対

一トる」 二義直に （歯線つ 措」加い 四

用し

にあ使ま

可ののし

ての可。

い方許た

つり

結を
た記
し登

導更
指変

こでし医い

とけま進ま

で生。のま

ろ厚た療り

に速て

。

す労実す

四加器は ）

よ昨

えに、

体る年



平 し問らるし成 市て題元農こ、十 町い点気協と市三 村な】づ、が町年 のいく営多村九

北 海

支指改補 政査
農監１

２

部導助 部対

度 管部善 法とす制 所象

を 札てこは の局 人しる

道

道 公 報

外にけ合けはか置れ改

的支れにれ、か付て善

事部ばはばこわけい意

業のな、なうらがな見

活名らそらしずない】

号外第

改な問
い題財 人使善行

は用意政法点団

、許見財人】法

そ可】産札人

号

経行幌
、支

を財店大

営政売医

事り農いが

行産

月 務事集が道十 処業団、へ四 理は等市の日

要そ事村付

に、が町交

る事実補請

すの業を申

経業施助、金

を目体業績

費の主事実

曜

担かなと告

負的と者報

日

医位。切 単本 幌のと適

付も 補農 大置な 独庁要

と 事部 部けの す 助政 支

のび 対明な る 業及 にを

庁 、にて 事 執支 し確っ

団る項る に農 財すい 行
、 人うい課 法よか つ務

動称ずのなた、く。

て

附収

を、、会い事寄、

、活行支

行住ま計が業
動為の

う所たの
収況法をに状

場を、状

に載入を人行支況

合記

と明

はし支明札っ部も

医いしら

、、出ら幌て

あに大るてか

寄登がか

行しるし支にのに

附記

幌の
為な場な部も位さ

のをの

委与管医支

託え理大部

をるを支が

受必適部本

け要切へ部

てがにのか

いな行指ら

るいう導独

に。こが立

過と十し

ぎ。分て

ずで対

行

た使容が

うの理部
、

可のて

に許等っ

め用所
も

さ与営る

用を経い

使

で

るてはの

せえ」

とる法、

」い

目に

、
て、札法

しが人

き

気年がづ

元５的基

ら
わさ平

くに成、

づ間達

事たれ成

り
業りた

政を

、施の度

は実と年

８、評っ

成れ策も

平さ

導

措
る

す
対

に

課左 理
管

。
置た

位し
のま

部し
支

る
す
に
確
明
を
け
付

法
人
札
幌
医
科
大
学
支
部
に

果止

度期結廃

年所価て

かの

善個う場

と営経改伴る

目集を意々事合

を農費

置

改問の家

食善補補題元団の

糧意助助点気体保

備がこ直対取し

指
う
よ

補施事、と接象ま扱

実
助要業そか施とたい
て

対

は

し
、

理改改をい問

等善事め確補題

に意業る認助点 をもか

務務どし

事事な

にあ

的団補見の業に

や

よの家対っ

とに助】農
保ては

るる対がして

す

そ

の農事有補、

も酪象
のとるすの

で家業す助
産必助

な施し資る補

は

要

がのいの要の

い設て
部。修を件

、一た改性

】づに有
協改等認を

農

費見対対

）】象象く補す

も経事り助る

補費業事す資

助をの業る産

対明取は事の

象確扱、業効

とにい農で用

しすが協あを

てる適やり増

いこ切営、加

たとで農個さ

。。な集々せ

のら工し、と

い団のる

経、にて北な
ふ 対領に
費消よいのっ
さ 象に要
が耗るた花て
わ 経おす
具品機。事おし

費いる
費体の械業りく

はて経

気」的購使に、な

元、

会 づ機とに入用お補い
の議

く械規示費料い助
も対コ

り・定さやなて

も、象ー

事施され事ど
主補同経ヒ
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。
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すめ知
し

業成
で

。

こ月た

る４し

あ年ま

にで
確け
明付
を日
と３
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い農。

条お、と

諸にに

定そ営

規は、

がて協

件

的場必理

れ取集

さの農

しになも

通め認書を

公

、て

でもた明おっ

知る
支」合す土事

、の場記
、こくを
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催
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会 お 、成２てし事く

に

いに費 い 農員戸いて業

上がるおの て 業と以る
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号外第

そ必しの

査問施やが業

のの要か中

市・題市設
村管施としに

町指点町

がが理設な、、

村導】

が

号

改う

善農十

意協分

見が確

】実認

る通知も遅く新月 に知すの延り食十 もしる、し事糧四 かてとさて業法日

る水業

かいしらい、事

いがはも田及

わななに

業畜

ずもら、の事び

ら
、の口通が金

っ法促

こや頭知あ、産

の文での曜

。支事

旨書処時た人進

をで理期日

施

は、す元、でっく実

補る気申にたり
領

助すもづ請１。事要

月及で

金みのく書か業

事受以び概

をやとりを

にる業理上水算

交かす

が

す補。及しも田払

付

し業で

べ助」びて要事

田らてにき

き金と水か

交れ事、いおる

とのさ

手

め付て業交るいと

認

産な申か続

算財切付る

管導・適

上の指請が

計

・す績に

さ理を実切

が

営こ告わ

て運る報行

れ

法。務て

な方と事れ

い

い

の十適な

もをはい

い

適事運のっ元市
が分切

村

業切業営収て気町

事

るくに

実で実方支いづ

と市。りお

施な施法の

て

体体し町事い

主い主
な、予で条

のとて村業

へ択制

業る条算採例

事

や

係合ののし定

に場例
は定上事施

るに制計た

質し

、

審

的、
な適
事切
業な
実指
施導
主を
体す
とる
なこ
ると
よ。

な事業ま糧

率善り事食
事

を図お業をた法

性を

同止水業

考り、と廃、

しし人様し田及

慮ま法

し業畜

たた支にま事び

扱事成たは産

取。援平
。平促 い業

事

とは年成進

な、度

適業村徹よ
る元を年業

事付切取及底法る

付交

気務規な扱びを人変

元

条

づに則事い事図支更
事件

くつ及務通業り援
し業に

りいび処知実ま
主たにつ

事て同理に施
い体。おい

業は運をお

方うてにけて

に、用行

け海針よ、対るは

お北

助事

る道にう支す補、

町を正村

補補基、庁る

助が分管対

補村十なに

業得認運る

事取確理す

扱る、が導

取すし営指

通産係わ徹

い財関行の

に管令るを

知の法れ底

い運則うり

お理によ図

うづっ、平

よ気も度は

施合がなア

改くて新成

元切事

市業主に、適

事

づ補、指指務

町実体は

金金き助市導令の

助助
交等、事町のに効

針事実とてす問

の務施。まはる変題

趣処主た、こ更点

て書がに期末善北

オ改

ま

い市に記おのと意海

た

、方た市し

て営し、
庁なに遅

エ

。

市法適町

元出長らよれ

て認る提

い申も

業て変

施ご、気に業

更 に附減

わ施

に主と変づ行実

村

補申りれ主

補体の更く

が

金変助請事て体

助の

義にな法

を更金が業い

付事の務おい人

交、額

て例を

す業変付い事格

分がら、が有

る区更け

っな

件やあれ次あし

条

たいよたい

と事っての

旨理体、事と手】
し業

にをに補務。続

沿行対助のが

っうし指効適

てと適令率切

、と切に性に

的もなよを行

確に事る考わ

な、務変えれ

審市指更適て

査町導条切い

や村を件なな

適や行に改い

い完し見道
切事うつ善

さて了て】補

る町は載

が事れ、予い助

も村、

等

が提業て事定る金

の

との交

あ出のい業日も

が施すが付

っす着る実

補及、計るあ規

たる手

た及

助び元画こっ則

。

づ予な。び

金完気でと
、運

交のく定く同

の了
申定事た年用

付予りし

提

る請の気すがなりて
示出

がをがづる定い指
としさ

、行あく補め」
日定たれ

いわっり助る
のまめ提た

わせた事金
に交でて出交

ゆ、。業

入務お付にい期付

る事

よ請

札をい申提る限申

し、り書

減繁て請出が

市はな内３を

ま雑、書

変し町、け示か受

でに

おさ額
更て村れ通月理

む
と てた含

項 いれを
事

助長） て

補庁。 し

、支
の承を

金の」 、
村 金

付を町 助

交認市 補

件と通 の

条要に 額

の必

実場るう。営

とす知 変

事か村底

助や町徹

、
て

の変事図

助業にやを

補
容承実ま

業内更業り

事
扱を認施し

取

一 い変申主た七 通更請体。（ 知すをに措 にる行対四

な業こいを 請日業適度方 更し承いが支ば知もし しる
廃
を
業

事
て
っ
も

を
度
年

お場うし九 い合よ、）

市の

、、、導

てはう指

補速

。
た
し

ま
し

止



ア

った所

元事のを行い

な

象助た。有

気例事対補

づが業

北 海

改場うに行問

善補合よ指事わ題

意助にう導業れ点

見事は市すのて】

】業、町る実い

道 公 報

すい問場そが報

る事な題補合の、告

こ業い点助に指元が

と遅】事は示気さ

。延業、をづれ

号外第

請い善補、町

イ改は市

にるがた意助す村

びな

事入変さ。見事みや

工
内札更れ】業や事

号

平
成農た績 十集が報 三団、告 年か変が 九

象めが

くあ実と対た権

た主ら経、販

りっ施な

っ業

業。体な費誤売

事
おあ自含た者

にでいに
のての留

いるらめ額に

定さ

、協購実確保

て農

の、手報をれ

次が買績
料をてい

よ補数告して

がす村こ績な

う助

予みやと報い

定や事。告

のか業、

期に実額

間事施の

内業主確

に遅体定

完延に等

了報対が

し告し適

なを適切

い行切に

にがす受くて

係予みけりい

る定やる事な

報のかべ業い

告期にきにも

が間支こおの

適内庁といが

切に長とてあ

に完にさ、っ

行了報れ事た

わし告て業。

れなしい遅

てい、る延

内に実

容減がなのか業

あれま容変施

及もさい

承体

受りてまに更主

び

た績更認に

益、い実変

し

家助が報が申対

農補

がっを適

数金、告あ請

変が更行た行切

の額変

合よ指

更減承わ場うに

と申てにう導

、額認れ

ら更行
並

月有承わ 十限認れ 四会申て 日

れ
変さ。

にがた

社請い

とな
更

金

っま
ない

曜

い実
てま

日

ままはなさ

業適りて切

実にした、事ら

補の切

、

事績行た、実務に

助

を理工

業報わ。補態処

・る対確を事

取告れ助

う成

い額よ象認行完

扱

指費、こ検

通のう経し

に

に定導の再と査

知確

り定しつ

お等の誤算と

いが徹

底
を
図
り
ま
し
た
。

助こか村

補事とにや

助業が事事

事が明業業

業予ら遅実

取定か延施

扱のに報主

い期な告体

通間っをに

知内た行対

ににとうし

お完きよ、

い了はう指

上して

て適底にのまい

、図い適たは

、時をつ

。、

事

事切補再。ま

改適をと

。意業に助算た

た善

施をお旬

地実金に下

イ

てし、、導
日が遅水に

、な速市の

補いや町徹

省著写が対と る対のをとた員でこと

う象の工

見の行対定、

費、完

績よ経上事

】実

誤切検

告十の適成

報う
に事に

額にりな査

、分
い処い

確導つ務つ

の指
はをは

等るて理て

定す
経る市

、と、す、

はこ

、延田ビし交いと

適。

内市し事ニて付て大

以

に

に町て業ーいしは幅
売遅

提村いにルるて販
る業延

出かるおハがい
市の者し

すらもいウ、
を町にへて

るののてス
個整村、のい

こ提が、
っ々備は事支る

と出あ
期たのす３業払も

と時
っが。農る月実いの

な

８あ

て大家事に施がが

支象を実
い幅の業補主

い庁経発績

略しし真な
日もの費見報

さかくの
延付の現とで告

れし遅
市しとが地実き書

て、
る町て事あ調際なは

い

補

。村い業っ査のい、

払の助

職た実たで支も

期績額が事

員り施。実

完

よ添間報があ業

に、

のなた了

る付の告異っ

査れ合補る。後

検さ整

ど

補受と。支がきとん

とでの

助理さ庁作るが

工し認き業

金しれの成

日い事ためるで

のたて

庁

のかる完検らこ支

額

るとに

確らが成査れと

２検調 定

れる

は日箇査書場さよ

もはて完

、以月はを合

要市っ省い成

実内も、

報行し町て略て検

績に

象確
告うて村確す、査

契にし

ン費を

ー経定

ロ

。

よたた

にめい

約含て

費に
経告

入報
購績

る実

っ

、
時費こ町

補り
をよ

るに農を助体月 がた性助こ

しも

書こい職認るほが

水業
、事

。おて

たなっ
、ま

はし
業止

事廃
田を

本て地

基い現

助額

平し

び

検査及

な調査

的も調

事所検

査箇

一項を査 八を抽を （示出行 措しすう 五

。
成た 、るこ

を
度

年

〇支なと ）

おてま

にしし

庁どと



平 に問営て団械成 行題元農いに・十 わ点気集るお施三 れ】づ団こい設年 てくのとて等九

北 海

エ改わ

のの用善市れ機

事市やさ意町る械

例町、せ見村よ・

が村市て】にう施

道 公 報

た決同そ金大

っアイウ

。農定じれ営が農幅ま
、

協す条を農、協にた

及る件怠集農及遅

号外第

び切問よ町に

検市に題支う村つ

査町行点庁市にい

を村っ】は町おて

行にて、村け次

号

行し

職導を示

村指査を

よとる支

にるえ、

員す

いり会が、の月 な事計多補導十 い業役い助入四 にとが事の日

いてこを約

おし、業契

、務よ施当

て事の実に

農局うすた金

職と営際、

協員なるり

曜

がっ集機札

員な農、入

日

あの町いお、設

っ完村たけ十等

た了の。る分の

。検完補な購

査了助指入

が検金導契

遅査事を約

延前務す手

しにがる続

て施適こき

い設切とが

るをに。適

も使行切

食

び際をっ団協びれ新
い糧

営、附てああ営て
集た法

農道すいてて農
支団。事

集かるたにに

と払払へ業

団らこ。支

お

の補とわわのに

への

るて助い

補助なれれ補

金令てべい金て

助指っ

。出同

を条いきた支も

付とが助が様

交件る補

うおい補をるの

、

よけな助指元よ

うるい金導気う

に補事すづな

改助務るく適

善金が必り切

す事適要事で

る務切が業な

このにあにい

と指行る係事

。導わがる例

をれ、事が

適る市務あ

本身

検もう自

るとよ庁

適支に積

が、庁が

査に
てに

にがい的

切庁お極

れな査地

わ確調現

行的
等及

よ地目査

る現項調

・複手の

械や約そ

う検

設業き由

助施数続理

補
のの取明

業等者をを

事
入積なに

扱購見ら確

取
約合っる

通契りかす

い
当せ場う

ににわたよ

知
いたに合、

お

海切村

補道なに

助補事対

事助務す

業金処る

取等理指

扱交が導

い付行の

通規わ徹

知則れ底

ににるを

お基よ図

いづうり

、入るは業

てりよに事

組の事業い

機札契、実

与合でし業実て

貸
第

財おなて組期法

アイ

主あ

産元いいい農合間

等り件善用保

支が、と良、管体っ問

庁適ましな効等にた題

は切たて管率がお。点

てい、ま

、て市し

北適町た
て
５

。

に助る

な改契と切補い

のて指しか

い善農約し 見方まに

や手合
も意協

員あか及施、

積とたも

体付

場にるしび主貸

）
与元田と先

合貸。、水
業っ農

、す気事なの

に

と

己こくにて家

自るづ

所が事い得

のとりお取

、、たニ

有認業てしビ
産ル

るら新農資ー

すめ
産る糧がにハ

資れ食協

の気てもた協員後
第

管づ、のもはにに条
還１

理く財やの、移返

がり産、が転

第

適事管財あ供せさ項
る３

切業理産っ給ずせ
組」号

で及台処たす、

が制物合

なび帳分。る

い新

残業買

食整限資に農購

さ間所り協事

糧備期の

組」

事れを有、同業

法

理的義い】

業て誤権一

事補者な務て

、に、、

業わ業助の運付次

事行

らよ

実れ実事管用けの

、びれう

施る施業理及

体よ補財てな

主よ主に

に指はり助産い適

体う

がで

お導補取目管る切

に台、な

けす助得的理

のた従帳事い

るる金し

産要交財っの業事

財必

導た

管が付産た整実例

補争説す機

の見が競の
こ・

あ助性明る械

が】
た業透任と施

っ事や責

関性果等

。に明が。設

れ切

す確さ適

与がたは

合れよ管

場さるに

る保

、、

は農にさ

に、う理

せい協札

わて農入

合し
業積

よも事見

にるがや

、あ施わ

ずが実合

らの
と行

協た体が

農っ主せ
たて

約っれ

契なわ

を。

業管に

をも法事つウ

の

法廃・す

な糧を理対

食
業し営指

、事止運る

お
平しなの

田はまが導

水
事一 業成たさ徹九 がれ底 は（ 平年、るを措 成度適よ図五

施し

、

にいっが定合の

結理主た

得の産付締管

せや・体。

補し処管さ

制台る不運に

助た分理

業械限帳こ動営対

事機

なる

取・年のと産がす

し記さ指

扱施数写と登

適を、なれ導

い設をし

知に切実まどるの

通等

施が

につに績た、よ徹

協適れ

、

理あ条は使備

体。
主た
施し

相場い、

うり

徹
の
導

指
る

す
対

に

を切一 年もな事ま）

、て産主た

度っ財業し

報各そう底

新事の体。

て載告種の、を

おい記

り

て、し書契適事図

い

な実ま

、財たに約切業

ま
り

図
を
底

取産財添の



、善適よ

に旨いし改る

い契が指意正う

つのる

】手事

て約、示見なに

、」こを

北 海

をさと問体事

ま例れ。財題元で業

た示る産点気あに

、しよ譲】づるよ

農、う渡く農り

道 公 報

善北並管体

エ改針の主

設づ意海び理を

が施基

備にく見道に・指

元整
づしつ登】補関運導

気

号外第

約

と後あてなが財契

ウ

設が

しのっ元、っな産
ま置な

て返た気農てい

い還。づ協取

号

平
成ス約組 十リの合 三ー条員 年ス項へ 九をの受続業

とるに施

補生こけき実
り体

事組はべよ主

助産
終と庁も財を

業合支き
にで処導

了結長の産指
がる

に譲対あ分す

後び
渡さてたなこ

譲渡しっ

て告れ。

すれ報。さと

業周ににり協取
る

施知事係事が得

設す業る業、し

等る実報に補よ

のな施告お助う

財ど主がい金と

産適体適て交す

処切を切、付る

分な指で事申資

制対導な業請産

限応すい実直の

年がる施後一

数なこ主に部

がる

くたい記助係営す

等令なこ

り農てが金法

不れ交にさと

事産、さ

に直動て付基れ。

業物

則きよ

お売産い規づる

、記か及、う

い所登な

切事

、乳法っび適に

て

規。運な業

営製のた同
産施

集加定用財実

農品

くや得ま箇い
団工に方

も明り営し農所ま

るが

土設

の記事農た家のま

産貸地置

やさ業集財に

びがをし建し

、れ及団

て

のい

リい水事、付物て

理て所た

ーな田業管け

業施使い有。

スい事実

と

約のに主用た者

契も

と約、の

終」お体契り

契で無
了がい

月約償 十」リで 四をー払 日

す

し約を

結契げ

締ス下

こ了る

、終

金

貸は」

の後。

曜

契益と

付受こ

日

対
に

体。
主た

施し
実ま

底
徹
の
導
指
る
す

得と

補しな

助たく

事財譲

業産渡

取はし

扱支て

い庁は

通長な

知のら

に承な

お認い

いを旨
り
図
を

にこ各課否す問

、と課でなべ購題

今。ののどき入点

て得、

、る事

取こ業

り、

庁い改ル約るあし

と、未

でな善年ムにこ

年りは庁
適い意間のお

が

入結るが

の果。写、間、

１

必と真写の平支上

る数が

改物問的すの頓

真使課量さ

品購題写に 対
務査
事監

３

善の入点

支、で方】 用部
業象
事

後ま請

はた求庁購あ法

、、に全入るに

適写よ体及。つ

時真るのびい

に用随数管て

適フ時量理検

切ィ購管方討

なル入理法を

量ムの及に要

をに適びつす

購つ否購いる

入いや入ても

けに現使
すて会の検の

量るよ時用

時。見を数

適しは年っ点分

に】通

容の計

切て、間てでを

用真現易保画

な使写の

数に

量さの像に管的

数

発把

用

購る．注握量使

のれ

数でを
る

が写．量き的す

入、

をる確
と

わ用単調もにと

行真

現成庁回
れフ価査の把

フの像９がる

要し用真
発年、状

のて

況

な多ィ

い量ル．注度
数で年に

未の．量は度あ

時のム

る

期

を で使場

半ど

の用合単大支上な

くが期、

購物、価き庁

間約上、）大

入品年契

で部

がを
行抱購に回

９の

わえ入おっ年は分

用に管れ
れて数けて度

期フすお理て

購時】用

な

時がィるいがい

を入

未十い 要期不ル物て不

切及に使分等

及適ム品

理

方なびつ用での すび

なっ由 る

法もコいとあ

つー、ったが

にのピて
い、な

い用購てり重 事

、

項等をる整り

て紙入

木
の土
品
物局

経請も理

び
に及

理所
管業
入現
購

て庁
い支

つ

る、計可討 で支支てィ契すで握も

よてに在な

、い量るお
数入

費う年は把庫購

経

を各す量を

の各間、握

う

減関通課る等行

節機

おと確こ

やにしにとを

務知使けも認と

事通て

、たし

のし用るにしと

しる管購うま

簡ます保

のに在適

常求の整購
素

入い管を

左写購お庫量

、を括

に用時て理一

真

い入 対ィと使行購

フ期

る すム法実、す

ル方用

るびつを画こ

及に態計

コい把的と

二
〇
（
措
五

請でた

化た物数入えし

努にを求、。

に。品量

るい確に切

めつ的時適

、し、ど 措

ピて握にな

納正時よ

用出適適に

ー
等局なにり

置紙

二
）
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すく適度別て効方物
２

の

る払当購し購率法品

つ保

物出な入た入性に
びい管

品しもす上す及

とにのるでる

道 公 報

な締改的用
態

契少のど結善写に実
用を

約量購、す意真使
フす把

すの入経る見用

る購を済結】

号外第

フあ同生数

庁別事用で

目ィる一じ量

の々例品
あとルが条るを

場のが
定るしム、件お取

合決
、

号

規が
購決

で 入品入

則 購物購

通にて定

、 当入定

は に

管月 方しあは量十 法てっ総を四 に使て務購日

いす会及し

つ用は課入

改消課事物

てる計び、

善耗が業品金

要に土等あ

を品、課庫

曜

るい現あい

すつ木がる

日

法

しよと方、手事て方

討及

てり、が適法務検
簡すび

一各各適切をの
り素べ購

括課課当な取
量入化き入

購にのな数
のをれにで数

入供請も
にと適る着あ量

後用求
せよに時な目るに

、さ
求るり品にどし。つ

要

購て

にこそ目ま経たい

区め性入

基とのをと済

行性果ィる握

、

づが都

リをいやとル物し

メ入

に各

ッ回が効なム品、

かびつ課

ト避ち率り及

なをねコい等

がすに性

わたる欠なピてで

失る

、通

れめおくいーは共

例紙改し

るにそ購事用

が契が等めて

。必れ入

使用

以あ約あ経て使

要

下そり

。。

上るをる常

のでれま

同書。て及こ

、コよのがと

時にはび

にり経ピう価あめ

期よ

。よ

同何常ーな格るて

様回的用発
を価低

のもに紙注単り

注用が行）廉

種発使等

差価

のしす主うにな

類

写も、違格

品てるなと

決を
をる真のがで

目い

を て書う 品 っ定行

物 た

よと 要 事にと 必 の）こ

る
理、っ す 処りな と 務

担り の
つ約お 課

に契て

し

、求課支

て当、 請
い

か切た

頃適し

日、ま
い

理
庫管
品庫
物在

らな。

に

整よ
理う
整行
のを
等

善
改
に
法
方
入

購
た

し
即 入

用成購
ま
し

年す
か価

をコ度単

間る年、

て用定約

じーら契

通ピ
積関

常等見ど

経紙時な

ついわ部

かつ合係

的に

行善
を改
頓う

多てせ局

庁ず切、注

改得適難な ア

状意舎保な紛意

い善

理し

消がな管管て整際

購耗事る庫庫い

に態て所討善問

目のま保のな購を題

視確た管検ど入要点

。
た
し

引管

でい利のなさ改量

意き理

あ状用書どれ善

量はやの
り況し類保た

木れ

使平括態

に、一実

庫監業い

書地現て

は実

所等払

況見、管場失を

課務ををがう

の】事庫
置定生要

が室配選発必
なあ

当狭すのしが

相が

あで場、いる

数隘る上

るに錠う

るあ合施よ。
に

めっ行理

たあを管

。

るがて

むは、十

やてい

廊な行必

入品務ががが
散下どき要

をで室、分
管さ等の届な

請未の保
管庫れに実いも

求使保
の庫がて施態ての

す用
課も等狭置錠がいの

る

在

にので小かの散な所
たが

一は管でれな見い
れめわ

括、理あ、いさ
ま、、か

供請すっあま
い置か使り

用求るたる
、はかつ用に

さ課こり

、し討を数す】
れ自と

に保
よに各て、行量る

り努課い又い及も

在め共るは、びの

庫る通場保適未

のこの合管切使

状と書に庫な用

況。庫あに保の

がのっよ管物

把一てるに品

握部は保努の

でを、管め管

き利保等る理

。見続が
る用管のこで

び方】き容

、にて及管

見るる物法整易

一あい

好整行

し。状品で理に

たにのま頓え

てま況と

努状

庫、あ区しにる

在

こがなめ態

状共る別く

び

が書としい、並

況通

く態期に

把庫かに実定

で一、いが的日

握のら

査所る
き部他状散な常

の

部行整の

一をでも

の
ほ行物

利たの、

をっ理
そ

てん届庫

しとき品

用
支管も

管のたの

保どい
狭

お及がが

て庁理の

し

を、盗分

りび行

二
一
（
措
五

し

たらと保保れ、にく

課等整し

各庫なま

管的
錠頓

お施整。

にの理た

管うう

保行行

るをを

け
つとう

にとよ

状し場検と改

。

土わ隘なを課況見数的 、

三
）

徹

は、を

てに導

いも指

保常底

、日
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問ウ改
見用
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用れ】フ
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の料利

違の括抜み資な

たなや活

改に都管本ま
に、い簡用

善よ合理的

も易を

にるを、

当都考一行

道 公 報

っ書度わの善コ、

改て
急

た特規がら状意ピ早
用に

こに格極ず況見ー

と、の度使に】

号外第

題ーお紙の在接ず

問イ

こ

点経用いがま庫で、
可の

】常紙て購ま状不

的の、入に況

号

平かが 成まるあ 十たよる 三、う。 年一日 九

到ま。ル

ー真がのたィ

し保な

等フ来まム

ジ用
いさ有

有ルて管ど

にィ
にて期

期にるれ効

効ム
かるの

がいもい限

限つ
わのめ

載、かも定

記て

のな図

れにらがら

さ既

版に回る

た合慮括わ５
るのつ覧こ

っやし購れ
のべコい資と

て、つ入
も方きピて料。

は用つ

課の、式でーはに

、紙

部い

の保部もあ用、用

。で内る

使管局念る紙

ペ位に使のな

用ス単頭

合適

種ーで置用打ど

機

一て込せ切

のスのい見

に用あ紙改

、

相等

を

よ５版低方るの善

に

が入図

る版化下法。購

用推て明にる

もののし

ると

と紙進い確係こ

の

伴状さ取。

認ににるに
ない

らいい況れ扱

めつ
るは使もいに

れて、に
頻かまい

。、用かまつ

業

に購多数なの分作

文

握関を

使入く量っ把の

大いと係日

用状のをて

と庁きる購に常

す況支

に

消在でく。入あ的

る

上こ数る

品状４回れ量に行

耗庫

かて

の況版っらのもっ

実定かい

うの以ての決

の使態がわな

ち関外未

ピに用用は密らか

コ係

見常

、

月し的 十てな 四必整 日

の努
目に

品頓
な整

要理

金

在る
所め

曜

わ要
が必

日

る及な有よ

写物び購ま効う

真品有入た期検

用に効を、限査

フつ期行物が時

ィい限う品短の

ルてをこのい確

ムは常と納も認

な、にと入のを

ど在把しにが徹

有庫握ま当納底

効物しした入し

期品、たっさま

。
た

し
ま

し のっ購う課易

コ把て入こま内な

ピ握はやとた回資

ーを関単と、覧料
文な 用行係価し

紙う部契ま５書ど

にと局約し版やと

つとのなたの内し

いも実ど。用部て

てに態適紙会活

は、に切に議用

、購即なつにす

在入し購いおる

限の計。てれし

の数画はなた

あ量的、い。

ら題未約

必購画な問イ

になな点同満に

要入的

な

期た月３購しの善物
改

月 間実に入な写意品

し

い物理も適効の入ア
て前

た品由の切性事一

けこ
く購等とでの例般

庫に、入て

数当一をはると

量た括行、軽と

３

物は担

納に購物問に負

の点品不と

品十入品題

す

た画夫

れ計工
さ分品

も要購い】一のよ

物的

物約使

のす入よの契り

時努留品で用

のるにう

る的

入間め意をあ目

購

不る時とを

に等、す同

確

っ十経こ期し明

あを

。２、に

て分済とにて
な

、検予回一し

はにな

随い

使討算、者

用し執

か真見の
計、行万意ま

たっ用】購

５ に績もし

あ様がたフ入

日 多が同
写 のっの、こィに

に 量

ムた

真 写た使事とル当

のよがり

用 真こ用件に

か見発り生、

フ 用とを
ル ィら込生、じ臨

ィ フ

事的 ム ル、みが多た時

ム平、な量

を成平くの例に

成、未が多 使

使使あ量 本

をしな見が的い年
用年

明てい地あにる度

品入
定らいもかるはに

と決
め書かるのら。不事

認

との

らににが及適用件

経と認状

れ当し、び当

理れ済はめ況

る該たこ

の品由ら性認ら記

も物

る用

等を書の、めれ録

率たもと

に必を事効が

付処性いのし

つ要添務

てすす理、購をて

いと

不べ

れな目購】購用す

適で等急き

る注の入入

の

とを否不事とも

こ意

切取めと

も払に適務認

るこいな扱ら紛

あうつ

領るわ

のとて取要れら
のい

契いでもし

で。扱

職の

及あ、、も

約がは

にる
検も般員、

びる一

いす。

つ入と

に購こ

品

期

、と、

はとた

てるま
保近

実、の

用に限

使も
づ法の

基方も

に管い

態

、
画計と円契ま
ュ

啓啓ア

発発ル

用用」

物物を

品品定

ののめ

購購、 入適
契正 入
約に に
つ

ま
。

し４年を用用るに

を臨、討し

る理理は検
。

とで行時必した

とま
よ多性適

ものうに要、
使な

、務う量、切

に事
品つ機物用購

物に各の

にを画を

のい関品計入

購短
定適通購に行

選て

入き況

、
はるるが有入

実、を

られ非慎し成

わる及重たま

し物びな。た年態関踏

調係ま い品理事、

た

物に由務啓月査諸え
定契

品つに手発かを規
いな約

、いつ続用ら行
年、ど事

ぜていを物同
その務

いはて行品

た、十うに

ぜ
くそ分よつ月の尊の

、

購に品
局物

査の的の
、の

目て員

品い職

入お
に不と

否用担

適不負

の

きをが

連とべ

関急す

二
二
（
措
五に事

係務 い
る処 て
はマ理

、ニを

しすいこ

か切知入つう
十と

購事まるてと

らな
管処た合分し

入務し場

品の検ういに結守執

。

に

と購討通てか果と行
政努

認入の知はけに財
づ状め

めの上し、て基

も

し認き
ら是、ま平購 る紛

出れと

、らの

てめ
納

四
）
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意

刊ので庁購のて善
改

る見

み 行いまで入課い
業な】

の 物るた特しが

購 の実、定て

道 公 報

あ題量と万る

性で問ウ

確る点定及認事円多

の

多

保。】期びめ例の種

に刊種らのも

号外第

、ま入予

改対十に購の

考適た数算

が善啓象分
、慮時、量の

あ意発数
物実しに納が効

る見用

。】

号

使わ

入トてに

購ンし間

量所は界

たび用た

し及

物つ度月 のい見のに、関十 購て直購お見係四 入、し入け直情日

業を紙

に前をにるし報

踏いめ界行誌

当例行努

こ購

っ襲、る関うの

た
てに必こ係金

報。は

は陥要と情と入

、る最。曜

類と限誌購

種こ小紙、

日

関の

入 購態支のい界ど

が事係事

総 入が庁課る

るあ、例日例

額 のあに

１ ち。っ同や刊が

が う

部聞る

億 、てじ一新あ

例は月

示、刊のを。

万 しす誌支
数で購 に
たべを庁部 円

定し

紙の十特入 及
６て

行類れ中の様
誌ん支部

あ業

十物のるにがな

も

直態一り界

分の見実は

係

慮入しがか、関

配購

るの木情

しにをあ月土

行いう。購現報

てお行
と価所誌

わてこ入業紙
お定

る購が格にの

れ、

き数当数け期

べ入適が

業量的

品施た適入多率

日目な者にな

に期品切

ぶ行

い等の数の及執

つ

定を定こを

てに選量選

る

、いに購にと図

は沿

すた、た

啓、努入当や

め
るるっよめ

発

一競

趣効とこてり、

の

も。、層争

旨果ととは

例木れて

事土さっ

、を

、用

、業が使

や事た未

一報のな

の広そと

その
分い

は発部て

部啓大っ

イ品長事

ム物がる

ダ用

の

係期め木額

ベと期例

報行適業削

ま情刊、現
にをを

、紙物正所減

た

り

木の入事指図

土誌購
入基処しま

現購の務導
を購た

所に本理、し

業

部

おい考行入。

につ的

るは方よ数

けてえう

課出とと及

定かさとなび

期らせもる金

刊定るによ額

行期な、うの

物刊ど必見削

の行、要直減

購物必最しを

入購要小を図

に入性限行り

つ理ののいま

い由検種、し

て書討類購た

現
木
土
各

う
よ

う。
行た

要

４

導
指
を
所
業

価動る題自

き単自す問

」う及

あ契車も点動

で

界を各び

業、
関定定土金

分を

てたぜ改もつ十等

て検明

１がい善職のい

を・入。

台、た意員及

は等
、を行部部

各提う数数
、し成

もお箱もでと平

い 職のテものま

て 員等ィ購とた平て

入あめとをで問

６費り難個行購題

紙の、い々い入点

数をが

入入性要

し
ま
し

約燃の】車

が量十あ

額

び等

基及料

。に料燃

る

入燃約

購房契

く暖の

づ

つ

い購に

つの価

に料単

討ら

善は

改て

でい

て入

こく見のびは

れ品】負ぜ、しか

らと担い使、に
該た

円を認とた用当し

品的物上

の業めすく目

れきと、品で

電務らべ

手態るも認必を、

子実

要重

帳か事のめ要必慎

れ、とに

をら例とら性

判が紛

る入

台断あらる予す購

の等理す

購するわも算

入紛、成１年
入る。し

本４

、 のをッ
平 負購シしらボ

月 成 担入ュてわー年

としペおしル８

日
に 円

年 すてーりいペ月
の 度 べいパ、事ン

ボ に きるー職例及日用
補 ー

４ もを員がびに地

般償 ル 回 の一のあ電一
手庶事 ペ に とつ負る子

と帳務務 ン わ 紛の担。

わ張すの事用 を た ら出

す】
し所べ購務と ５ り

誌６このの、

の割れで業改べ

購をに事界めき

入占つ務関てで

費めい事係適あ

がるて業情正る

定よはの報な。

期う適遂紙数

刊な当行誌量

行土でににを

物木あ必つ検

の現る要い討

年業となてし

多の分る
間所は情調た

及に慮

に定考

額決に。
特

とっ、

こたて

ぶ当し
済重

頭経慎

念はに

をて
、効う

きや行

置性に

に

等
料
燃
車

動
自

を、

二 の三 契（ 約措 単五

本しといにを由べ き入用し 、 いに
討関知

物検機周

の先し
を

購十務底

のを財徹

品
行担り

にに務図

入分事
た

っよ係し

たう当ま

当
てう長

購が認報査上

価

購率必

五 に） 、建議

は、会。

て
い
つ

性出催

要部開

必設を



１

水るさ

改試問中内い設

点査水産がれ

験題監央

か

究】対産試、て

善研

をの象試験そ

北 海

場約かこる産査
水監

４

と験象 合変にとこ試対

を内よ。研部 は更管に

機 や行各り究局 速

道 公 報

た果

てるいる応改る結

庁め、

も契たなし善支
見はの契

、約りどて意
な】、定約

支単、市い

庁価変場

号外第

どいし

同い変格らんて

けのるか

様を支動調な
等れ支。し

に通庁に査

こ応をば庁、

管知は対

内し

号

平出価価 成納格格 十局のの 三か変確 年ら動保 九

場が以相

た部験場れら
の

ののがそ外当 要め局
まぞ部年 す施施、れの
が る

のはたれ局月

設設
平成舎つ経

状、平庁に
をい過 事

況
に成
度築はて

つ６年改てし
る

て度にし、い

項い年

関水 かい部、

に稚て建

契変等層に産 に、局一
参確け験 約更に的お試
試、 者た考なる場 業し
協約し務験栽 と契と事
通理究漁 議単て処研培
た総 上を知にの業 の価
契やるめめ合 、速す努

所が更でい引期単

のセ

なと

在支契の事き的価

がき調の

地庁約価例続

時の散価査価

ののの格

の約期変見格を格

道契

施が

出単に動さの実差

た動し認

先価差にれ変

生ぶ。を、め

機とがつ

れ

に離じさ把調ら

関乖

対すのた

おしてに握査

てれす行なに変
けてい

し

部いにるいらお更

各

いてて

局る基た、ない

、正と単い

等。づめ適

支

周、日なさ価る

へき

格て変庁

知市ご価れの

導でかのお更管

指場ろ

、行に

すのら確りが内

格況をほわお

る価市保

のと
扱の価図とれい

取

各 月支的効 十庁確率 四にな的 日

の

てに算

し握予

対把な

域め執

地努

金

お適を

に、行

曜

るなり

け正図

日

水の試域を

設産地究

、

朽場課進

産老験の推

左

研にる

験化の題す

に試

応要

のの究対必 対場へ

あ

備応能すが す整対機

つ加拠たる るににのる

、化のと 措

いえ点めこ

水
備、

設ー
設タ

施ン

て

及
運場
理化
管孵
の産
等

か

て林
い産
つ水
にび
営

し、知

とた通

とまに

こ

と

た各こ

し内る

ま管す
しし
対ま
にし
局と

。部

調努

、格に

は価握

てた

な行速

的を、

期査め

定

変

調どに

場なか

市うや
価約

他な契

や正更

査適

道び査ら

は全及調か

官

施水各研、

置、

つ
て取題機でし全

い問ア

２
部
務

得点試器あて体

るこ験

よっ改本すす試

設、場と研

るた善施来

随。意

障の境問指水業の

が維の題水名管務審

生持確点産選設委議

や
速
も。

で究

器が的な改つん研

てお環

保見とど善中い

行

庁格を
全らはが意央

でが

こん設

の把う

等の

】験のる契の

かおあ

と

状
況研販と約

究売しし

器が、も、

機等てた％

購能者が額

の可１の金
で 入なか

お者見あ体

に業ら台全

いは積りの

て１書、

、者を台

の入合。究

当の徴数％

、器

契】保札は機

意見

名取

）管実指の

約守を
考や

実業す選得

を理施
員用

し委き委利

施務べ
の管

い契の会、

て託も
議状

事に特審理

る約を

託を
がい随に況

例お命

じ管保】試考備

る理に験委点契経

可に十場員検約な

能当分に会清にい

性た配はが掃おで

がっ慮、設業い特

あてす場置務て命

るはる長さ等、随

こ、必をれ施指契

と良要委て設名

か好が員いの選１

らなあ長る保考者

、研るとが守委の

り境
施究こす、管員み

、、の

にれ異あ見とは
内全施劣

とたなっ】稚

用。の体設悪

っほるた

が

室、途水との化

てか

試て部一

温施に産し一

理の用験施に層

管設使

のいみ

が一さ場設つ進

がて外老て、

不部れ以

、究

分当いの朽は研

十

も局が今に

な初る部化

現り

、、た

らりっ
施の

しく期

と全冬

体在、

全

究

設さ研

施用の

て使間
な期

朽い夏

老てや

のれ

お

該み取でを

がいの

化

とて

試てめ本い

った基
、、

研、でしは

験は、
積積

の明る見見

究透き
りを

め及りも書

た性限
わな

機競争合少

のび競

、

あて契付に

器争入

設環とる取理会に

。

平催

当成し
審 該
委年議

託度す

業かる

務らよ

の指う

契名改

約選善

に考し

基た

、

設目のに進後支

培場培
び培設ま

漁 漁及栽本し
等た

推 総室水計し

業 業

の セ支試に。

進 合蘭産
点 タを場る 拠 ン場験係

究 と編の費 研 ー再」経

良し
進施機

施

函し建を

なま成

好て平

研い
境すに

環ま度

究り年

二の。つ 四確い （保て 措には 五

入をののと

購性札せく

当め施合２

に高実場も

つ委ま

たるをに者

い員し

て会た

はを。

、開

と

水全に算 設

館、設予
い

試のけ上 な

産道向計

つ、
験栽るた

六い現 ）

力栽

努の

て在



平 問エ改成 題予らに事善十 点試算事納例意三 】験配務入が見年 研当手さあ】九

北 海

善試課、の

ウ改究ら討

後。意験題機う

改のた

験の十見研の器え

試築
研際分】究進の購

道 公 報

指参者を題

改を５由問

意名加に決点

競そて善
な見競さ達定】

争のい

札由い】争せし書

入理

号外第

題以争

はああめか問イ

徴点試上入

、りるるら
め取】験を札

水１がた

と透、す研指に

産者、

試

号

研

め比意験

占と善試
改

続れつ

おし】究

て較見

究後月 機、きたた十 器５がの。四 のか進は日

れ月

入以らか

購月め６

い経た超

おをたを

に上

金

、し、て

て過めえ

曜

払か際る

支て実い

日

状効す

究に活機捗有入

量さの況活る

機大用器

をと

のにれ取や用こ

器

いに要で。

購購て得必
をる

にしな当性き

入入
いい事っ考か

おていた

がはし十

てる例て慮を
が検

庁、あ、な分

、が

が事入るな等

舎そっ研

場明

実、例札こいで

を

あ、と合ら

施決がはと

に

て書っ原なにか

し定

、てっす

い等た則っあ
こ

も明５いてる

るで。
か以こ、と

のら者るは

のかの

あに上とそ。

が
お

、、

がっ者ら理

るな

機しい

験の明競る究名

入う器なて

場随性争よ

契客札努のけ、

に意、

者

け約観やめ購れ２

お

になを

るが性見る入ば

書とおら指

機多及積こ

な競を。いな名

器くび

指て

特る争２ていし

の

を以５名指

殊傾性者、

の
もに高上者競名

性向

っの

一かめ

、多た

りて

入

指購

な。器

的た機

般

て

購っ

のた

品当

物に

定
入

歳速務

試出や執

験予か行

研算にの

究の研改

機配究善

器当にを

の後取図

購速りり

入や組ま

にかめし

当にるた

た購よ。

舎得も組で

庁取とりえ

、課入

験のすにみ購

試

る

究築機研題す

研改る
とがのどよ

機に器究な
捗十改

のら十進をう

器

し

得れに状分善

取わ分
こ用や検ま

にる活況に

たとさ今討し

当

合器指５に

セ購名者改

ン入競以善

タの争上し

ー際入のま

にに札参し

おはを加た

け、実に。

る７施よ

平者する

成のる指

参な名

年加ど競

た務

指なを

名い改

競場善

争合す

入はる

札理と

の由と

参をも

加明に

者記、

がす栽

５る培

る
す
取
徴

ら
か

上。
以た

っ入う

善
改
に
う
よ

てし、

は、事

、
問ア

利題試をが極
め 用点全験見

るのた。

っなれ後した

、
は、と取う

てく

予発に、定

改がかに予

意定行す同価

種な例善

度に、争

のいが

のよ原入

機る則札
題に販な

常とあ価問カ

取点予値価い

、きるな

者よ漁
値はい

にう業

満事総

器定た善複れ

問オ改そ

複予に価。意数ぞ

題の 当遅。

配にと

し
ま
し

点

状】水研る台

器後滞

機

て
利 況産究と、
用 試機、使
頻 験器全用
度 研のく日
の 究平利数
低 機成用が
さ年い 関

も が年れ間
の 保度てで
が 有のい

し利な日

て用い以

価する機格

い状も内台

】格るも種の

過もあ見

なたの価のの算

去のっ

方

購ど。算格を過定

の

明定の法

入、定証決去

格定当な書購を

価算に

添実確

の根たどに入明

がて販付例に

調拠っ市

調る

が不は価すをす

査

製をと査こ

さ明、格る

も
てな造明としと

れ確

をの

引、は得】定引格

格を確や

率個、方価率

別をの乗認、

が別個法

き予に検算じし値

大に

資率

い定購討定てた引

お出料の

も価入すに算

るこいしが基

の格する

含算なとてた徴礎

がを

さな

ま定ど。、と取と

よ販にれる

れし、市き

れ
いりり価、て同

てた

】機の

】数定同格見の

機格の過器機

の価一が
引とセの

器の値大を器
ト殊

セ定率なッ特

を算
トお使てで性

ッにをっ
しる入を

でい用い購等
る案

入、た事す勘

購て
たてめが場し

し全た例

生

の、が

との、あ合、

にい

時かな

入やじ

購速
いを事

つ務う

に事よ

期

を

、進行

はり執

て取務

予研る

払、す

支め

る況のとあ

っ新み業

新てたな務

たはにら委

な、取ず託

試企得、等

験画予外の

研調定部購二 究整のか入五 機会機ら以（ 器議器の外措 の等の機の五

を
出
算

い事元らも、。 い機
し
ま

し
と

と
こ

う
行

る、安格市
市取入

予販す事

定価る例

価格とを

格のと参

の明も考

算らにに

定か、、

にに過適

つな去正

きっのな

、

き機予っは通

に握せけ

複はにるて

数、努な改

の機めど善

機器、、を

器ご予よ図

をと定りり

セの価安ま

ッ市格価し

ト場のなた

で販算機。

取に利器方

算究こ

七 得お用リ法） にい計ーを

当て画ス含

た、の、め

また同予
。

た

し資機定

て料種価

はをの格

、徴購の

購売定器

入価に取

す格反得

るの映に

際把さ向
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意一他十理点漁に

見部の分状】業試

】局研検況協験
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計討題器有

改用検問ウ

験画す点同を効

る善試
見研をる】一保に

機意
が】究立こ部有活

器

道 公 報

と題し購

効他どこ問イ

図。点機て入

まにのを

用究り】器も後

た活研

現さ機、を全、

、

号外第

との入

改舎性ないら購

入想リ以

が善試改や購
究に定ー外

多意験築研
と成努さスの

数見研に

含】究

号

平
成るが築 十な多に 三どく合 年、あわ 九で究討同研

類部を組究

似門行合機

ののう等器

機利こ外を

器用と部貸

を状。の出

購況団し

入を体す

す確やる

る認他際

場すのに

合る部、

内てさ

あ機てと局し用

たのなでいれ

っ器る。
し用がい

。購ど使るて

、的利い

にて目、な

入
要類頻の

た必が用も

当
をすがあ

て性似度が

っ
分機くた

、十る低っ

は

ち

在れ関機購く直

。

利

のし用に

保て等器入利

しなの有たさ他

有いへ

、て部

てい管効後れの

器換用１い局

い機理利

い貸

もにえ等年なに

る

貸検上も出

のつやを以

て

うて出討をのし

のい

る過、い

ちはしす経や

機ら果めれや方
有、な

に

れ器わのるる業法

ま

器のつ

てのれ進と機務

状もに外い

い取る捗と

にと況にあ部て

た得こ

託検

当なに、っ委も

。

づ用は等討

たく基利て

る

て究く頻、をす

っ研

が部めこ

はの計度外含

庁要的低か、と

、必画

有っせ

。

月効たて 十に。大 四活こ量 日

し

れの入

さら購

用れに

いにて

て中

金

い庁た

なはい

曜

器改の

機舎も

日

わ入改出

たに善他す

る当しの場

情たま部合

報っし局は

共てた等、

有十。に関

化分試係

をに験規

図検研則

り討究に

、で機基

機き器づ

調新るに載

整たよ平現し

会なう成有、
機情 議機に

等器改年器報

に購善１のの

お入し月利一

いはまか用元

て必しら状管

十要たイ況理

分最。ン等及

に小トのび

検限ラ情各

現状

試有況

験機及

研器び

究の今

機活後

器用の

の可取

購能組

入性み

に、課

当研題

た究を

し利

数平に水管て貸効

や成試理なは

備の及お、出用 利

努

用年品保び、必しに
管め

期１貸有共利要や
し理て

間月出機有用と
度て換お

をか一器化頻
図のいえり

把ら覧にを
すり低るをま

握は表関
をるまい他行す

すイ」
ト掲情し機のう。

るン

効
とラ載報た器機な

と

を、を

討た用

検ま利

た

め

よ保た

う在る

行現図
い機

善て各

改し、

う有

るをき

し機の

まる器

し

器
のよ貸管

購うし理

善委さ物題

改用与問エ

受。意託せ品点外

ずた

討にネ報水

し抑ッを試

、えト掲に

よ題務

規こはめに問ウ

必り点養委

則とま、に

っの、
に。た物

て進企

は捗画

、

き管ま品分善物進

改に

の備理た庫が意品め

も

へ、

もネしの。に関ど

全元いの有

にッ、一つ

、ト

で題にも

をるなの問イ

態関点試もの

外貸意状

日

。の用

た器利
部出味

有

と】部

定っ意

所あ善
改

者】約必しの

託見契る

使おが記体

にに要て団

さてるすら

用いあ載か

て受合こ受

せ、場るの

る者、。研

い託はと託

書お

器機約に

機に契究

速】殖託
あをにい

が器

廃のなや技に

基、品要

開い

く棄管こか術お

づ

上か廃発て

手の理とに

所

き定もら棄試、

続決

関るに定

にを施、す験

ったの係こ係の

従し設

。飼続

て機有規とる手

切に利の育き

適器効則
の続理行

につ用手管を

品事、等遅見のる
行い

ま管務機にれ】管た

、

はに

た理に器保て理め

さる、も

、票適の管い

を棄れ機備必

試が切廃

研付欠決た器品要

験貼

整こ

究さく定まがのな

でっ備と

機れもをまあ

がっ、た計か

器ての行

貼なあた必。画ら

にい

な適関

付いっが要を、

で係】験拘や
すなた、

すお管規研わ、

のしに

帳

体るい理則究ら台

団

器台の

やこてすに機ず

こづが帳記

他と必る基

、でとき既上録

のは要

容

局機あが適にに内

部

分録に

に器る求切処記

ら行ささ誤

試をがめに

効常れうれれり

験有、

あ

究活にてこててが

研

のた見
機用良いといい

て
れ

わ
行
が
き
続
手。】

、

っ使供て

例
事

い
な
い

約改
書善受

にし託

供ま研

与し究

物たに

品。お

とけ

しる

て当

記該

うてたき業わ
を
委使
託用
契さ
約せ
にる
お必
い要
てが
、あ
受る

う理
、
べど。物処切係

て

は係め

後関努

今、に
基り

のにい

こ則ま

、規
こ適。

なきす

うづま

よ

器す好る。るるる
付は

不も、

備れ整

のの備

ああ及

りっび

また貼

し備付

た品い

備管た

品理し

を
の理
え処。

換務た

が
をよ

きう
続行
手

二行う 六う周 （な知 措ど・ 五録機

す器

るに

よつ

うい

託場
者合
には
機、
器契 よ処

い務
な事

のな
と切 台票ま

帳にし

及つた

びい。

貼て

、指 八適導 ）

事し
なま
切し



状
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平 改てまた試況成 善廃はため験に十 意棄、、に研つ三 見等機施も究い年 】の器設必にて九
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則と題機い

改規こ問キ

頼に。点老器る

手善依

き見分基】朽が事

続意
が】析づ化、例

道 公 報

届題に頼き

改はの問カ

速出点水関が当

善軟、
ッやを】産すあ該

意エ
】クか行試るっ業

見

号外第

題き規がや

るすう問オ

と点軟は定必届

場るこ
と。】エ、に要出

合と
、もッ労基でが

は

号

研

約与意託

契供善受
改

ス要係

にれ】究

書さ見

処の月 分適ペなる十 を正ー処原四 必なス分材日

と理有行等

要管のを料

る図利こ取

すを効うの

機る用と得金

にか進び

器上を。及

曜

い、る理

つらめ管

日

手に分多

省等く等処が
れ見

さ業続よさく

略の

てにに廃なら

れ務きり

っ等また

いあ従棄いれ

必放

事ててをま。

るっ

とさ

が、切要置

例は適

るて

っ例行すれ

あ条に

にう験物た務
。

た、う

合行

線所こ研料場を

ス

。機試はう

発定と究の
条と

装手関験、こ

生の
をきお分例と

置続に、
て、規っ

取にい析、な
にい

しっは鑑則て

得従
と設水の基る

たて、定

づあ遅

、

き置産依づが

、ス安きる延

契にク働

、て

書物線全人がし

約

生生委行い

等品発衛事

部

権入装法員わる

で受

にて局

利れ置第会れ

関のを

置なあ

係手取条設いが

きし２のいっ

を続得第

局。

確をた項届部た

明

いお

記てに
に行との出

い例、

な事て

のるい

載

供

がっの

器あ器

機が機
け

か受

側を

手。与

相た

に
利理

効管
有正

の適

ら

善
と改
るて
図け
を向

用
、し
にま
もし
と

器を

老に含

朽つむ

化い必

まて要

たはな

は、処

使個分

用別を

不検行

能討う

にのな

な上ど

に続し

分はをま

析、適し

、条切た

鑑例に。

定、執

等規行

の則す

依にる

頼基よ

をづう

受き周

け、知

理令に

を新に行

進た留う

めな意よ

て機しう

ま器、改

い購所善

り入定し

まののま

す際手し

。に続た

はき。

、を

た後関

はし今、

てまは
同規

成。、係

平

なに

年様則
適

日がき

８例づ

月事基

機た

去たに

撤っ切

にあ

の
器。

基問はいい

薬づ題薬在るな

品き点品庫がい

っ、、

た廃施

機棄設

問いいのるて改

題試ても、もい善

点験、のあのな意

た事・

と務指

き手導

済

業てな改とら間合経
的

者いい善長は他のは

速

かる事意年、の購単

関
係や
法か

契改模る切問

約善飼のたな題飼

し意育発め事点育

しに処

た合務

い場事

育すよ

題飼入に

問購と

の適】の数、事

点

管切管量正例

理な理を確が

に管に常なあ

当理お時在っ

たをい把庫た

っ行て握数。

てう、す量

はこ薬るの

、と品こ確

管。管と認

理理とを

規責な行

保やるない見
程任っっ

】研
究管、いど事】

に場医は、例

使所薬受管が

用に用払理あ

さ管外簿規っ

れ理劇の程た

る責物様の。

薬任の式取

品者表が扱

のの示異い

管表がなを

理示なっ遵

経業入価な

にがいて守

済者量契購

らが例見、
性のが約入

継、が】同
業に価大に方

続他あ一

た者欠格量よ法

的のつ
者。かけ状にるを

に業

討

意のらる況見購検

随

まをす

契価物恐を込入

が握れ検る

約格品れ把

把購あしる討こ

にをを

。

り握入るたよすと

よ

、なな

購しすこりうる

用注複務】用
入てると

て見
い】餌を数執餌

るの行の行の

事購う者を購

例入とかす入

がにとらるに

あ当も見こお

ったに積とい

たっ、書。て

。て競を、

、争徴長

適性取年

切をし、

き、

】用べり

な高、同

入ろか

購こ者

のと１

餌

見

い割み

お分の

に、ら
注を

本発書

、て積

てし
一る取

、す徴

来

に者てて
え品

薬年て管

品１容理

の月器者

数かをが

量ら含容

管、む易二 理従残に七 に来量管（ つの管理措 い管理で五

おなもいし

所ど理

薬に、方

品薬薬法

の品品に

管管管改

理理理善

に責規し

当任程ま

た者にし

っ名基た

てをづ。

約き

、

しいこか年場ど

の結う

者締よ

業をる

数

ま

価なし

売る善

販す改
済。

把経た

を、し

格ど
握

規め適一

し
ま飼

し育

た用

。餌
の
購
入
に
当
た

るめ

当す高
入を

括こし

用と切

育と適

飼こた

該

購

つ競品

に、物

餌しな

て理をき

て性入

い争

九 は方行る） 、法い方

平に、法

成加薬に

は表く

、示適

保す切

管るな

場な管 契で
で入
上購

たに
し的 っ
て
は
、
複

改

一経に

、び務

は及事

購性善

括済
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理 見向る管局 意方れ
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報今情な改現道
の

マ交後報い善地在」
設一

リ流変、面意域開
多さ層

ンシ化要が見の

ネスす望見】

道 公 報

状改のやで問

況善水一参あ題研

が意産層加る点究

見見試の対。】成

受】験充象果

号外第

４

、、

てう研問究促けが

す各一

いな究題地の進
進る種部

るど成点域推
ニやたのの

こ、果】の

と適の

号

平改責 成善薬任 十意品者 三見のに 年】数正 九

務設 望情委総建 要の。

、及 に交事部部 等報託
境教 めシに環び き流務
活庁 やテい生育 細スつ

保 対く、 にづ部 かムて

受様れの

福 でが健 応り

地対けなて充

ッテるに

北が域応ら要い実

トム

に特

海着やすれ望る、

道実水るた

リ漁

」に産に。応マに

係、るン業

な進関はえ

や

のつ者またネ者

どみ

十にト組

新つ等だめッ

いるら分は北合

しあか

者の

、
情がので、海等

け研実

ら究をを普

れプ図見及

たラる直等

。ザとすに

にとなつ

つもどい

いにのて

て、検は

は参討、

、加が現

内機必在

容関要、

議域

か切普ー研め会地

成水・で

らな及ズ究、

に課果産交は

、数等・

器のつ題の試流十

容量

を機

を確いに効験等分

的究実能

含認て対果研

た行しなプ施し

めを応

ザてい

計うた普ラして

と験等をいな

量こ試及

量確
行。研を設るい

を
月管な 十理数 四に量 日

、に
は常

てが
い握

つ把

金

品め
薬求

曜

理れ
管ら

日

部
政
農
、
部

済
経

、
部

祉

き

漁で的りい

林
産
水
、

す

向り取目ま

協あにを
て

の今入し。

け、り指

受双一

ンもた、

イ後れ
努

ネ者向の

ラ益方層

ト
見スを

ト意シ力

ッのの

を

報実
普施研

及い究

推た成

進し果

事まの

業す普

」。及

をに

平つ

成い
て

年は

る

水課課にす

究ても及
と

試評形地こ

産題題、
重

研で過にに

験価成域
を

プ部の着点

究外程密
い

ザ見明た置

ラ意透し
成

見聞を究た

をを化研

直く図

、
部
務

。
た

し
ま

し
善

改

をテ行

認な事いうるで

中極作て

築積ムっ

構 度、

境水らといこ事に

か現

ら在
、

果研
わ大大小い流対事

普情

、どとを究

しなる

研しと

問ア

１
点予はら処境８な

題

前るなコき

善要
託

改委

め前承施施ンる

を定事

か

し方承認設設トの

要

つー疑

なが認ながにロ

に数いル問

い行のし多

れ定大見てをで

場わ規

る

なてが幅らは十あ

合

委に。

どいななれ、分

施用が託行

にるい流る
にこ

い設を、先う

つ。
様含めの対と

てを認こ

い

生産れ事なてと前お
認て

活林た前っ標が承
因のも

部務。承て準一

るなで制、

、部認い的

管規の規あ度対

保所の

範

福の定は定るを象

健

考す囲

祉６が、がと有

託さえるや

部施不委示

に一要れら施例

、設統

的

済つな綱てれ設外

経

が規に

部い取等いるの

科る用象前
及て扱にな

目目に」と承

れ事科科
・：：もをな認

て前目
認中管消か対るの

い承
。の科理耗か象の範

た

明が

規目費品わとか囲

ず、か不

定・、費らし

科ど、いで明

は小中な

る目目）単ずは確

あ科
が：ににれなな

、例需分のいも
どが

予え用か予科なの

理生施く

算ば費れ算目

い要活設、

】算委、な

料前旨領部に道

の託事

承

用ににをに、つの

流

政て認

規係道委規農い

要す部はを

定るの託定

な

算認網る及こ得

予承

が建よい

のをの例びの

用なの多設うで

流得２

所規用

にけ委い部な流

ば業、管定が

つれ託が

す事
く 要づ

基

をに
網

い

項て
い

つ 事

に
理 る

処
務

の
平子
利

々めてよすが

取
成

はめ
ら定

かを
度い
年扱

いおい、定承
契し
、ま

せ

をイ成のら託さ

び見

取、団 明に預

とし

確つ金年扱契体ま

にに協た

にい利度い約

の、関定議。

すて子は
るの、

よ取委すめし

る

子

改い契事な利

う扱託
つ書が事相

善に約項い

流

が、、てのが、環
し

に委は用

事と説扱アて

会のつ託、規

前と明い

認にを周い料平定

承も

整

等、開知てに成を

の本催徹係
る度し

標庁す底わ年備

部な図予の、

準各るを

約前

な等どり算契事

的

務環のが行
取をしまの

つ総に上委

てな

け取料

第 委い委おの託

託て任

料は又る扱の
に目 出 に、は委い費 号
成委料つ間 納

係平準託
任のいの 局

わ
る

」用 、

予年に使て流 長
月すにのを 総

算２属用

対
に

左

務

の

二
八す

（
措る

六な項当

金
預

に
書。

約た

を

して預いと額

まいに
、利とて納

たは金こし

し流か承

平子か委付

。

い象、た用ら認

扱対て

つ予範

をとこ。に、の

行
すた取い算囲

示しの

る関通 流

を場 長

用日委す知う 部
け契契行合 名

規付託る
、

に局で約約いの

定

〇措 ）

置
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２

該納務題該善

イ業問改

委を取付の点当意

あい

。託定扱を再】な見

る
契めい適委し】

道 公 報

認す

どる規け施承に

ア

にのる

委のと定るま設
、つ対な

託施考が必た

料設えな要

号外第

意

てに部にれも善

イ改
わ見

預委は納所当て行
られ】

金託、付管該お

利料委すの預

号

いのが

流な認用

は承流

の約、性

用

月 方の約の十 法契半導四 及約数入日

者分

落法一十

び方がが

にい契な

率つ随で

札に

金

いはな、

つてとく

曜

表てた

て、っま

日

い定にに

約てを正託

、

い、わい

当なめ行つ

に
金設該る

預施当せて

該

利が

子つ金要

利に預必

るはにる

係て子あ

にい

い象ど

扱当る

取、係。

前てとの

ににらいが事
る承はな規

係おれ８あ
設。認、る定

るいる施

もとにの予経の

予てこ

備

の生かつ範算費整

算

各関を

流じらい囲のの

は不科係行

用得、てが

も前規明目をう

にる事

要

いの承定確と明必

つ

前かが

てで認をな事ら

３金ずて

、
はあの設６

要も施利、い

子に託る

取し綱の設子当な

の関

預っ

扱生のとにに該か

さつ係 いじ

取利。

たにれいる金た

金りいは扱子

預よてて
が委が係

利相る、いに
め納

に額、託定る

子当
い道済約ら付

つを経契

がれ

が、定わ

額が規行

このい傾

い部なる

多一
ほ見

が外設が

と例施向

にき、れ

ち除どら

直を
前の

題事額。

問、多る

あ

体北が

団、情
は事

で

務合

け財場

お道る

に海
託にき

委則除

再規を

る

競

に、名

約じ指

契準、

てな入

い殊争

つ特

経。善団

例と待・る改

５

な、て済意体

とでし 契の約

る再問の後と契

仕委題公

組託点の約４契は

ど

ど競結の改にるまな
委

の争果効善警つよた

４

他入と果意備いうは

き委題入

経高競べ再問

る入で託点札

こ済め争

れ性 る意

６いい善

表てて改

】託

っ弾い性見委

のる

本

い的に発の

て力るを

の

。運かし来

るなも揮

旨

体やわら趣

団営かず

あ

管済ず結で

に経らい

施

委の逆とる

理性、果

運

す揮競っ設

託発にな

】施締月約、
るを争て

度

を約設結１に年

み契

、以づ当

検ののは日基

す札理新降き初

討入管

る執委年）団
あと月

必行託度で体４

時係算る業１

要のに予

とな

あ期るがこ者日

が

と行かのど

るに道執と
委が

い団さら再）

。つ

見、て入、託

て体れ、

】清、札精料

の札しを
じ掃入後算コ

経等て生
委さ等札に後ス

費の、
争託せの減変にト

に競
用に料て業が更不の

流

減

さよコい務道契用縮
を効

れるスなにの約額
締道果

て経トい係委を
料結にを

支済の現る託
委のす返生

出性縮状再

あ託減る納じ

しの減に
しる契とかすさ

て発と

らのこ札あ契】減
い揮

。の大

の観とのる約の

務をし約入部

業点と契
特法減が

の重、方札分

の繕

委し殊に等修

再視
契競事め精料

託、な改
をよに消

約争情る算や

い品

おの除うつ耗

に性
て入指討て費

い導き検

おど】

とな。見
）

落性略

、済省

り経表

き不
大が
に揮

率発
札の

い営

生な
がと
差分

な十

こ期性

二
九
（
措
六

し

備契前ま

とた道託通
。

度清書度た

年・約年
約契

初な特に

当掃に中

の係項を

らに条約

かど
記る

委契明え

再るを行

がて。約な、るせ

託約

明て

に成通をい

。、
る

よ知
２ 生基に返

年 りに確は

るきるす

月 ずづす納

付 用費とよ

日 不、とる

局 に間に改

け 額目もう

はを名すな

総 つ流、善

に
約
契

託
委
再
の

体
団

、

施
は実

又り
札よ

じっ

お

指
のう

上よ
以る

者す
２

もし
積導
見

一
） こ改

必つるう

がにすよ

警はでし

なてと善

要い

の用ま 第 い用不し

、、

て
は取額し

平のいつ。

、扱にた 号

た
合し
りま

減
札

入
る
け

に
せ。

わ



確て

性多し設はっ目

ア
事格寡もけ

、え

前、なする保は例

承委どべ必す

北 海

離善

分等りのれ費乖改

訳が意

光にに不執に内
てと生見

熱措流用行し
をも実じ】

費置用と残

、さしな

道 公 報

６

こ費賄

予問わ多わ料で

てれ、わ

算題事ら数れ
施いら委れ

の点前ずの
消設たの託て

流】承、

用認

号外第

て法

係月体託項適し方

な実が

る道１とにを切
約時効考

入と日の係契
契書期的え

札団以契る

等体降約

号

平の施き 成弾設な 十力の目 三的管標 年運理を 九

算大

認託がて要べ予ば

なでが科

のす一のはき

で設いあ大目

規る様施

に務はにがる科：

定業

・理

つのなつ、。目管

低た中費

い内いい最ま

と同限、科、

て容こて

、委かじの施目中

は、

小目

施託ら規統設・科

性よ科：

設額必定一に

てっ流契際て

ののずを

料ないた用約にい

燃れ

行。

費かる燃し時執る

費い示さ

等っ例料てに

積消、やるされ

のたや

がた経

算耗入清例れた

費減等多具費

が品札掃

的大

大、なのい体に

過

に託いなき

で修ど委。

い
十料よ料ず経な

、繕

源等た

等の耗に。財料

定費いとを。

に規品お
、て幅

いが及てし大

つ

、流

る修大はに

てあび

熱減

ど料な光用

か繕幅

費る

かつ用水す

うに流

燃と

かてが、こ

にい増

でが約にになら

かは行

のあ成は明清競れ

のと
法契っ立無記掃争る

方

の

の約てし効し等性。

上業確

検締もなとたの

れるで者保

討結、けす

がは

入図

必当北ば」、とを

の年札る

要該海、旨前

と該特度をな

で年道当

るの当再約中実ど

あ度

コ達
。４団委条の施の

用 月とス成 十いトす 四うのる 日

ら

ッをか

リ減点

メ縮観

をる、

ト図

金

かい委

生と再

曜

、大に

しう託

日

行

す踏を

まをし

りど直
予ま

今たて

、えっ

がま
、算ま

も積り

と算い

後

い積
のる
去な。

過とす

認限及予る算

に承制ウ

熱いしすび算もと

光つ

にる

水てたるエとのな

つ算つよ

費は場よに決

を改いにいう

や、合う

料別除善て大て予

燃特

な、計

費なきし幅は算

情予し乖必上

な事、ま

に努

特に算た離要に

ど

にをイ
定よの。が

ア
前づけつ

年 に事基受に

よて

月 い承きるい

２ つ
て認、

間善

付 規目改

日 の費う

総 つ流ま

局 にのし

け 定
てはた 第 い用し

は事。

幅みのつ

な見
績う
実よ

算いな、対まい

需予て

じじて

のり流生応め
用

と

目がをてたお

費道用

でしな

同を事額がくま

通
、前 号

必 様事前の。

は第のじと

成知認

平承

じ討

対節。し てす標、 限

が規こ綱をる個一低 か算
対定れ等示業別部

な流需象たて

用れの

需

のおい用用に、は

費に

準弾

ういがが費加標、

細る的力

ちて、見のえ

繕れ節べな的

のは修ら

糧用料るにき規な

食流

の応

費承や実つで定対

てる一が

等認消態いあ

品どは。部必

をの耗な

な

き象なに事の要

除対

ん承更節

、とどか前変

前承増）のなお
道なに

予承認減で増い、

要 の

あ 算認ののあ減方細

で

に る 科の対多っに向節
検つ と 目対象寡てつで
て討い 考 を象とにもい
予はをて え 含になか、

わ算事行は ら む加るか
・ら額前う、 れ 。え節
と細ずの承べ職 る

以る

認き員 も

下
同と節事

じも前％ので手 の

、
。に予承程対あ当 を

ま必

弾べ準道条象と）
様で要

力き的ののと同
っのをに

的でな予規な
にて予基応

なあ規算定
およい算本じ

対る定に
ついりる科的特

応。に

の

可いて節こ目な定

が

含前細

能て北まとを事

がどむ承節

なは海でな

組具財流か。認

仕、道

対節

み体務用ら以の細

務のをの
を的規承、下

との事変統

象がのにす
いと内情更一

と不是お
をても容にす性

な明正
と図事に、応るは

る確
かなる前、委じこ確

の

し

明っ意承施託てと保
認つ

らて味認設金、を
準めつ

かいかのの額標
多的る、

でるら標性の
、寡なな必

はもも準格
な委な規ど要

なの、的
託規託ど定、に

いが委

る」

、い用

費て流
なあ

：か象

目も対

科にを

小

い

品ら、

耗わし

消かと
にの

ど単れ

な、ず

費ず

のっ大が認に・

に科

）

。

）、算認除度象る、 最応検に則認節同象と

、、
どり要定すのの 分予目

三
〇
（
措
六
二
）



平 にを維維スえ成 施必建持持テら十 設要設修修ムれ三 をと整繕繕がる年 整な備経経な。九

北 海

７

て、備ど

維問いず警な

年、維・の

予す持題毎
】度必持清流

算る修点

要費、要修掃用

の必繕

積

道 公 報

見

も経算ら算に績を

エ

踏直

の費がれ内ま行を
必まし

にを過る容たう

つ計大この、

号外第

算

ちたる経合っ予

イウ
年と

光、不経費、て毎
執、決

熱料用費節流も

水金額の減用

号

額げ

節算上。

細予きる

備るす費費い

限のる

に

月 し多るををこ十 た額段計適と四 後な階画切が日

おに措の

に経に的にそ
し景

持にい積置背

維費
理い、し執に

管つて算

金

年必する

すて後、行あ

る、曜

のなシ考

た施度要ると

め設日

委よ

算がの委な繕等に

繕費託り

にあ積託修経

に費経の料賄

反る算経

れ

さつを費不のわ

映。

措額札て

せい積が足入
る

仕す置に減い

るて算
段れい光。

組るさつや

におは水

を階てて熱

み

こ要えた
討おら、費

検

直のが数上

い上でと見
らしよあ年で

てしあか
場、をうるご、

はてる
な合必行なこと必

、い
算いが要う見とに要

予

応

に場あに必直か予に
のじ

お合る応要しら算
過積次

いやもじがは、
定去算年

て予の予あ、
。期の内度

必算と算る

え積的実容の

要の考の

のは節効の行多算
な積

、変、約果ほを額に

費

幅

燃更当以とか制の大
用な

料や該外す、限流
る増乖

費入団のべ同す
節必や離

、札体もき一
あ・要流が

委等のので
しる細が用生

託に節と
努て。節あ減じ

料よ減
発力、こ内るにて

なり
の生に道ので。よい

ど

増こ

うしよの場ありる

前率基

事のを

、減と

り

に

承を本

認

べ

象度す

対程討

の％検
引あ

なでで

しまき

とに

い
ま
て
め
努

に
算

積
の

い

期握

設し長把
。
す
ま
り

な努

設状い的に

施のて
野、

維等と視め

の況る
立持

修把ろに維

持をこ
て繕

費しすっ修

繕握で
施必

つ所、、に

に、が

て額後設要

い要今

コを

が残い善達と

改ア

はをとのな

高 合る意概

施算、態費

、積も実経
係

末って７に高のに

ウ

８

の 資てい月と四う

に当際と

委問アイ

託題

充額概の考毎 料点全

なを置

託持ら安的額措

のな視積す

団修れこ易

体繕る 設施サ

善施実な

改接適

トま

７ わ。見算ス踏

意

て資をえ

億 せ】払
金負、 億に担所

つし管 万

いて部 円
万てい局 の
円はるは

と、も資

体がでに を
全道の金 ％

資金るる め
の資あ係 占

２

ぼ 金いる、な半ちる

っ期、 り 残る６

体

、 高が施月て毎建団
部に

平 は、設ないに設
算所つ

均 、四のどる概

は払管い

で 平半月で。

毎資５をのて

４ 均期末

行道は 億億

に金
概残７っ営、

算高億て住月
均 円

万払は円い宅平 万

施管残 の

円を、とるの

て遊算資え月
と行４多

る休払金ら概 万 の】施
の分資申収れ算 円 概設

払月を金請支る払 で 算

り

資末考化時に。を あ

きっ 、

金資慮しの大行

い金なて 月

の金して資

高もる収乖い 初

適残て
の

管は概。支離る め

正
理、算計が
る設 払

に平払画あ施 支
７がともの 資

つ均額書

よ

がに。た予野算る

い

の立たう

、適め算にし

設に施流っ上改

施切、

、、す

管対設用てで善

し維よ維毎べ

理応のに

度で

観て持る持年き

の

繕と繕必あ

点い修こ修

。

らこになに要る

かく

い、る経

必とつく係な

しー
な求て長所費

要が

の

規いス

】大てビ

見の
利と

繕、供

修が提

模る
てへ面

い者う

つ用い

に

、

道全は

、安ら

はのか

金て調こコ

がで

三
一
（
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概
、

なっ月額残設理高

つ算な払

に概じ算

ウ生
うう

ていよ行

い払いを

て成改

い平う

つ、よ

に

善 は

て億金相実の月

、年し

と況金。

ア金も状資た
留

び託支にに滞

及委収
の画分じが

イ料計十応
査収じ

つ概書審て生

に

い

て払内す支な

い算の

う

にとと画よ

い容る計

維めは期要を

つ前とを

直快委

、

三
）

。

滞らた

金かし

資度ま

導

い年も見指

が月
留毎 ま

は実、すし

て度に直
、

資を行どし

、績執な



率過次
ウ

返

の限

納施でぎまの公上

、お施付

率設あなたと

がのりい

北 海

の

の費りべ％設未率

イ

趣に、き返、満
が高 旨つ執納契

い とい予行率約％

道 公 報

９

後

委問ア

算契 託題

のこ 約 料点表億後

返れ の金 の】

確納は 万
額 収の

号外第

で

査資行部に減なき

ウ

資あ

し金う四、つをど
る金る

た収べ半水い図

上支き期産て

号

平イ 成スさ 十ト所れ 三意管た 年識部資 九

のの

低う、。返り設き

くち１納

％額施管概 な

あ委額

る施をが設理算

がえ万っ託」

傾設超１

務よ

が１る円た業に

向
未は満のり

あ％の未。
施託約

も満２の委契

る

れ

の返設設料さ

のの施

算に金施施
、納にはが

未 大て

で 満 きはのな返額設設
なは が く、使っ納とと

乖ほいて額確

っ変

額て更 施 離ぼ切い／定
約がい契 設 し全りる契

式金同る約 、 、額方。

流執

。を 用行」表額額

う

可さと省））％人行
件

６１費た

能れも略はが
０施％比め

なてい）、

、

経おう

定額、 支と万 精お額と の
はし上 円 算り

て限 、 状、

に付

全 況道円億％道額

体 と にとに

返き なの つ団対

納の い体し万っ てのてさ概
れ算 ％ て 契、

て額 が お 約収

算ると

金支円りい」 精

林は観滞。

。

額精と、

あに務、点留

で計で毎

概書る概部道かが

、画

、じ

算と。算、のら生

を設金毎な

払実払建資

よ

行の行部調月い

を績

管コ算う

う十っ所達概

とないのス払改

と分て

の行す

も対る６トを善

を済設縮うべ

に査経施

を局金
、

月明に収 十確お支 四にい計 日

内

必、の

るは書

すて画

が体容

要団

金

るら十

あかを

曜

出精

。提分

日

ま

算支り

積収い

を体ま

措方
算り。

予あす

しの
とも
とて
るい
すつ
置に

なま設

アっい減施
も検

団てよ
に、運

エ体はうどたの

お安費努予営

にに、経

の維

いけ易のめ算や

つ

流切よ積持

てるな適る
指に理

託用なう算管

委

必

の行行導当に

料を執
こ経まっ要

執うやした

の

はとが数金はど

イ

行

し
に討

、か必社が曜日

団て
、

対あ設善セてあ

施改ア

るするの意近ンはる

す

のたは経

にと費してな

ウエ

たな節。、費

あの

合行必

厳所切が場に

イ
に施管り必年 る

でて委趣善制す

改ア

納返
あ契、託旨意流度

要会減日曜取

い額納

て

用、で教少の日り

利ら

祝み

時近あ育傾利・組

に時日を

間隣る施向用

類及あ間に行

が・。設

然て

い似びるの自っ

短

育釧長観い

も施体。延

が

がと施路、察る

の設

術民を、

見の設芸道会

れ較利館の開利

ら比の

タ、も
る検用で森く用

・ー利の

ほる。利見隣

ン及類等用の

かイ用】

間体

当セび似施時、

、

理設や、育

該ン管施設

設

体ィにと社定施

団テ

較教日の

のブつ比会休

費検てす育が一

経をい

と設ぼに

節討る施ほ部
様い

努べ、に同つ

減す

」要度にう要
力き総つ

局ので途はこな

改設部
管及意あ中、と経

めの
必理び識るで予。費

る

措適

要コ団を。経算を

と拭の置切

がス体払費

積

る縮もす大やに

あト

新な約算

。減にる幅契

の

い動更予

観予し変変し

適措

かの仕がを算

点算

料が見用のた

ら使組あ

にの形】制趣め

る約真

運

に必収骸度旨に

。時

し否逸用

示要支化をを

れ経算て定脱さ

さな精

る、て

た費をいすしれ

適うおも返い

経を行る

額の

別切とその納る

費

うがはをで

内にいれで

れ

に行本あなゼあ

訳執

と

るが額

沿し来るいロ

いい

かなて

旨くし

趣全
支たと

収まこ

、、る

ら

て

に端め

算、極

精はは

な者

くみ自

づの不

基数

用活

イ利効

こ討者はで

いケのを

つン者用

にア
調ズし

トー進

てーニ促
り

の握い

等把ま

査をて

的効

にで合いでて

実し

に

つ民に用

に道確活

ア
立すめ

て道握努

いの把
り

にどい

設なま

施るて

いみる切置

すてま

対し

、、

っ、の。がにば、 返を然

三
二
（
措
六

の
よ設。

に施す

施、ま

設
ニ施。

る、す

、有
り

を有
ズの

ー

四
）
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内あ調の

イウ
掃

受でい利容る整が清
っや

託、も用等が等あ

内報の者と、の

道 公 報

使書式的枚載営務の

記
が用をなのが繕の

載
ほ料除実報みな業処

号外第

指

記理は

委導問な処にア

点績載状不実

託監題実

務に】報内況適績

業督
につ告容を切報

号

施施

ン立、。

ア道しる

てな者クっい

ー設設

ケ

月 の実とすた。十 記績しる意四 載報てこ識日

な書約は希

が告契とが

もは履難で

いでの困薄

の、行であ金

あ管況りと

が所状ある

曜

た局厳まわ

っ部を、言

日

備

容告数い当業た警
。

委にな

のが、っ該務。

行事成託つど

項数催た

て施

のし・果にいの

目

業つるの設

みか事に係

維

羅述のい企記の

を記

の、が持

列さ結て画載

るて、記運な管

すれ果

、も業

のい研載営い理

績告でい務理

みな究は

と報内、もや件

と及く
手、告容委の保数

んび

み

な数委書は託守の

ど

務託を

い料託の記業委

紙さのの報

も徴要表載

業別でれ処件告

の収綱

て

あ務記あな理数し

が

果どい

っ事第りい成な

、。 た業

業も

。報号具）ののる

書で把な告

告様体１記

に

るてにあ握内書

係い

い、、と委

実つりし容
のっ業

報て一そな託

績

の

及、間成て務

告は年
じ委をる処

び総の果い

業価成

管て託評。理

所

のるの

局十務す果

部不

す効

調対有

トにの

の分

施ーに

実ニ用

をる活

査

べ

な的る

るをめ

すズ努
握あ

民把で

道にき

ど確

て
設っ

施行
りを

よ証

の

す
託ま
委り
理い
管ま

の

たま

の具し

成
る
係。
に

に、

績画的。た

実企体

書設載後

告施記今

報や
よ、

つ維るも

にのすと

は理改地

て管う現

い持

１
第

施法を査

、方善調

査摘

平、表監指

会公
２

事しの事

成知）

度び。果に

年及た結項

監

果通平

結ら１

のか第
査

に知成

基が
月果

きっ９結

づあ年の

検
の
果

講た

監

地
公
査

方
表自
第 書完施な治
法 なの了設ど号

設な図な

お検後のの第

持が

営をまに

運どりど

、、管あ

必告かで果く

あ研施理る

要書まはは を体た

等団る
がのた、

す

に関に対

管検とめ

所

あき措

るのづる

係係基

員た

的委じ

政る講置

財
告

体報
団に置

助会措

援
の

等
の

監平

じの
の
置次
措、告

たで日報

表
、公
てり

いお
つと

に
。
第る

条す
同

、査の委仕

、地管み

条 所や現託組
に検

７ 部随調理を

第 管

の にの等係討

項 局時査
地活成る

規 お現のるす
等要

に て調用果必

定 い

り 、、よをが

よ は査に
託、証る

行 実委り検あ

設な。
報業当す。

っ 績

が内運ど

あ内、施る究

のの、容営に

る容ど設

と充点性利等のつ

かの

画て

の実に格用と企い

数っ、も

観を重な者い

をに、た調報

点図点ど

立必置よ催成整告

にる

や徴

っ要いり事果等を

事み施す

てがて異・の

告る業で設る

、あ報な

績。すものはの必

実る

約う

局し契ど

部証のに

約該容っ

契当内い

が、
点容

容設を内

内施等た

理託・報

処委検の

のの
し求

況あ直を

状の見告

査成 成方をめ

、り

の
に月

果３
結年

つ
はけ
て付

い日

三 、北

三

成道
平海

（
措 公

六

北北北北

定
規
の

項

年報

道道道道

よ海海海海

に

査査査査

、監監監監

り

員員員員

事委委委委

知

る

た
育

教山岡谷前

び
及

成
平 告務該

助
援

的
政

財
る

係
に

度
年

、する報るの結な維要 果

五 ３号

）

第
月外

委崎本田

議で
に号
日９

修藏一

委
会正慶榮

員
査

監
の

等
体

団
長

員
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２

も 事事行る 導執す 指項

にの関の 項目業に
ア 対
す

道 公 報

法渡
校広園

会学帯学

号外第

念療団

医社記医社

事
知

法日病法博

療団

号

区

平分 成
十監実 三施 年団 九当に該行

負該行間事わ

担事わ接業れ

金業れ補のて

ののて助実い

支実い金績な

出績なに確い

に確いつ認も

つ認もいがの

いがのて十

て十、分

、分当に

指算の

内適しての確

事計 る

業上 措

導経が 置

費行
にわ
係れ
るて 事

所い
定な

項のい
予も

人辺

算を

い付

係間を金とおな貸

る保誤な学い

が

万 補育っっ校て使け

助にたて法、途

金係こい人学目行

にるとた帯校的わ

が

お加に。広教のれ 円

校い 過

い算よ渡育学て

学関資た 大

て額り辺に

算補園連金。 受

、の、

人鋼院人友

算補受す 院事

院

助 医に業時定領医る
法内

金 療対に間をと療

法す係保誤な

育

万 人るる育っっ人保

社院補にたて社

団内助係こい団所

日保金るとた博運

が

鋼育に加に。友営 円

に業 過

記所お算よ会事

査体

念運い額り

月
十
四指 日

摘

金

事

曜

日項

当容正た当、関認

該のな。該実係を

団審事団績書行

体査業体報類い

にや執に告に、

対実行対書よ適

し績にしそり切

、の努、の十な

負確め間他分事

担認る接実な務

金をよ補施事処

に十う助日業理

係分指金数のに

講当の図

該計る

た団上よ

。体をう

に適指 じ

対正導

しにし

た、行ま

事いし

業、た

経運。

費営 措

にの

消しが

時定助領にのの

を努当及た解

る請確に

とに期め該び。消

と等

おれ

も誤する団再なさ

に防、た

にりなよ体発

、指対止当こ

、のどう

後い適導しを該と

今な

体確

はよ正し、強団を

付指の認

、うなま貸く

ての、大対に
補一事し

っ

なる請確にな

、

病営

め該た

当っと等を努当

誤する団補

該たとに期

助にりなよ体助

団補も

に

に金、のどうに金

体

導しつ

対に今な、指対

よ正し、い

しつ後い適

て、うなま過て

、いは

講

大返補一事し大返

過

るに導に記実努

措
た

じ

事行しつ録績め

業いまい等のる

係適

、

置る正
予化

貸し

にも
入る
収す
関の

のし付ま

助層務た金導

正理解ま金し

金の処。 さ

受還助層務た受還
申 理とせ

領さ金の処。領 置

とせ申正

イ
のに

道運努

か営め

らにる

受つべ

託いき

しても

て、の

い収
る入
施確

権の

ない債も

キア

設保

保

該経も付の

当いる貸
の等

体の等全

団費のけ

動が業努

活出事に

の支

いべ

関わつる

と行にめ

のててき

連れ

カ
必対必

補要象要

助性経な

事、費も

業有にの

の効つ

執性い

行のて

に観見

お点直

いかし

てらが

オ

たがの実て生

事十概際おじ

業分算のりて

にに払資、い

つ行の金多る

いわ資繰額も

てれ金りのの

、て収と資

実い支か金

績な計い滞

確い画離留

認もがしが

エ
当
該
団
体
の
支
部
が
執
行
し

権し販リ理る

に、当売ピ化よ

つ償該促ー・う

い却団進ト省指

てを体、率力導

の行に来を化し

償わ対客高をま

却せしへめ図し

にま、のるりた

要し新満等収。

すた規足、益

る。見度一の

務にま

て討導資債全

、
・の努た

当、しし当産
団債追め、

該団、ま該

た体権求る回

団体適し
な。ににやよ収

体の切

対動事対つ担う不

に活

導が

しと務しい保指能

はのし明

、の処、て権

に収、実まら

経関理回

の性努が引行しか

費連

、、

しす年な費に理

、る間い当の対に

適と支か該見し努

切と払十補直てめ

なも計分助しそる

事に画把事をのよ

務、書握業行旨う

処所とすにう通指

理管実るつと知導

に部績よいとしし

努局がうても、ま

めにか指、に適し

施業分るつさ直生

報遂なよ当いせしじ

告行確う該て、をな

書状認指団、ま行い

を況を導体綿たわよ

提及行しに密、せう

出びいま対な執る業

さ精適しし年行な務

せ算切た、間状ど処

、のな。委支況多理

本状事託払に額要

部況務料計応の領

よ
う当

指該

導団

し体

まに

し対

たし 三。、 四各 （支 措部 六経込向層確

費み上の保

を客を経に

助へ図営努

成のり合め

。な

支をめ懸き等たに

さきよっ

出慎る念続に

つにうれ保りた

に重よ

、切た

い検指る証保債

る対い導補

よし離し助当な。

うてしま対該事

指もてし象団務

導、いた経体処

にに処の画じ資な

。

おつ理概書て金ど

いいに算を適滞を

てて努払作宜留改

事十めに成見が正

か 六ら ）事
業
実
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号

行

ア
にも

出る
支す

関の

る費月 旅も旅規わ十 費の費程れ四 ののにて日 支支基い

給出づる

額にかも

につなの

誤いい金 りて運

が、用曜 あ旅が

日

設な

て費うて費

謝定い

金やも

の支の

支払
出先
にな
係ど
るが
単適
価切
ので

整通み

関め等導の書努

賃備賃勤ら

金さ金手れ

のれの当る

支て支のも

給い給支の

にな事給

係い務漏

るもにれ

規のつな

程いど

がてが
、

るも確

事規るいな導

給規の給で

料程与な

・がのい

手整支も

当備給の

等さ額

のれの

支て根

給い拠

になが

係い明

の
給も

る

給に適し拠行

あ
が

り
誤

に
額

給
支

の
与

て与う

当、規よ当、規

該支程う該支程

団給に指団給に

体額基導体額基

にのづしにのづ

対誤いま対積い

しりたしし算た

、を適た、内適

旅正正。旅訳正

費すな費をな

のと事の明事

支と務支確務

給も処出に処

当すののす確類め

該る区謝る認をる

団規分金とだ十よ

体程算とけ分う

に」支出もで照指

対に給根にな合導

し講）拠、くしし

、師基を支支、ま

単準明出払適し

講価を確す先正た

師を設にるなな。

等決定す際ど事

の定しるは支務

務当程よ当てどし

処該をう該、、ま

理団整指団臨適し

に体備導体時切た

努にししに職な。

め対、ま対員事

るし適ししの務

よ、正た、取処

う賃な。賃扱理

指金事金要に

導の務等領努

し支処のをめ

ま給理取作る

当に関正た当をっ

該係すな。該明た

団るる事団確上

体規規務体にで

に程程処にし給

対の全理対た与

し整般にし書の

、備に努、類支

給をつめ給に給

料行いる与よを

・うてよのり行

諸ほ再う支内い

手か点指給部、

に指

該支程う

当、規よ

にのづし

体額基導

団給
適た

しりたし

対誤いま
事

与すな

給正正。

、を

し理

給も処

支と務

のと

にに理に

つ、をつ、を

い旅行い旅行

謝す、よ、出処

金る講う金証理

にた師指額拠に

成よ

にも
約る
契す
関の

しにに扱

た係努にすう

。るめつる指

当、検導額決適

の給ししの定切

支与、ま根をな い給行

つ、を

にに理

ウエ

ない等

暗暗るたての

き渠設い、経

ょ排計肥土費

排水と舎工の

水設なの事一

工計っ設に部

事指て置係が

に針い工る未

お」る事床計

いともに付上

て異のおけと

アイ

作確

土成予で

地し定な

のて価い

賃い格も

貸なのの

借い積

契も算

約の根

書拠

等が

を明

シス

適出計も

郵切年が画の

便で度行的

切な末わな

手いにれ執

等も多て行

のの額いに

在のる努

庫経こめ

管費とる

理のかべ

が支らき

コサ

図そて積の

る旅のい物合発

べ費目な品わ揮

き等的いのせに

ものやも購等努

の支内の入にめ

出容による

にがつりべ

つ明い、き

い記て経も

てさ、済の

、れ見性

ケ
な
旅執
費行
等に
によ
つり
い経
て費
、の
効節
率減
的を

、
い理い正

当てを当てな

該、行該、事

団設う団積務

体計よ体算処

に指うに基理

対針指対準を

しを導しの行三 、遵し、適う五 工守ま工用よ（ 事しし事にう措 等適た等誤指六

認早る当把導

当を急よ当た握し

該行にう該っしま

団い改指団て、し

体、善導体はそた

に不ししに、の。

対備、ま対経根

しの適しし費拠

、あ切た、やを

契るな。予契明

約も事定約確

事の務価内に

、

い切たい計た

当にな。当て画。

該つ在該、的

団い庫団必な

体て管体要購

に、理に数入

対受に対量に

し払努しの努

、簿め、把め

郵をる物握る

便整よ品とよ

切備うのそう

十指い容よて務

分導当てをう当、処

精し該、明指該見理

査ま団関記導団積に

しし体係しし体合努

、たに書、まにわめ

経。対類適し対せる

費しに切たし等よ

の、おな。、をう
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